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穂
高
に
生
ま
れ
る

相
馬
愛
蔵（
１
８
７
０
～
１
９
５
４
）

は
、
安
曇
郡
白
金
村
（
現
在
の
穂
高
白

金
区
）
の
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早

稲
田
大
学
）
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
の

洗
礼
を
受
け
た
愛
蔵
は
、
正
義
人
道
を

重
ん
じ
る
近
代
人
と
し
て
の
教
養
と
信

念
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
１
８
９
０

（
明
治
23
）
年
に
卒
業
し
て
か
ら
の
約

１
年
間
は
北
海
道
で
蚕
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
北
海
道
禁
酒
会
の
会
長
、
伊い

と
う藤

一か
ず
た
か隆
を
助
け
て
、
禁
酒
運
動
に
没
頭
し

ま
し
た
。

帰
郷
後
、養
蚕
の
研
究
を
記
し
た「
蚕

種
製
造
論
」「
秋
蚕
飼
育
法
」
を
出
版

す
る
と
、
よ
り
科
学
的
で
画
期
的
な
技

術
書
と
し
て
大
変
な
反
響
を
呼
び
、
全

国
の
農
村
青
年
が
愛
蔵
の
教
え
を
受
け

に
穂
高
を
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
郷
の
青
年
た
ち
と
東
穂
高

禁
酒
会
を
結
成
し
、
節
制
勤
勉
な
ど
を

広
め
る
活
動
を
し
ま
し
た
。
研
成
義
塾

を
創
設
し
た
井い

ぐ
ち口
喜き
げ
ん
じ

源
治
も
、
後
に
こ

の
会
の
中
心
と
な
り
活
動
し
ま
し
た
。

上
京
し
中
村
屋
を
創
業

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
、
28
歳
の

時
に
黒こ

っ
こ
う光
（
旧
姓
星ほ

し

、
本
名
良り

ょ
う）（

１

８
７
６
～
１
９
５
５
）
と
結
婚
。
１
９

０
１
（
明
治
34
）
年
に
上
京
し
、
東
京

大
学
正
門
前
の
中
村
屋
と
い
う
パ
ン
屋

を
居
抜
き
で
買
い
取
り
創
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
店
を
新
宿
に
移
し
、

新
宿
中
村
屋
と
し
て
、
和
菓
子
や
洋
菓

子
を
販
売
。
努
力
を
重
ね
良
い
品
を
安

く
売
る
こ
と
を
基
本
に
必
要
以
上
の
利

益
を
求
め
な
い
、
正し

ょ
う
ふ
だ札主
義
の
商
法
で

見
事
小
売
業
と
し
て
成
功
し
ま
し
た
。

大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め
に
新
宿
に

百
貨
店
が
多
く
な
る
と
、
営
業
時
間
の

延
長
や
優
秀
な
技
術
者
を
招
へ
い
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１

９
２
７
（
昭

和
2
）
年
に

は
喫
茶
部

（
レ
ス
ト
ラ

ン
）を
開
設
。

中
村
屋
を
代

表
す
る
商
品

「
純
印
度
式

カ
リ
ー
」「
月

餅
」「
中
華

ま
ん
」
を
発
売
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

策
が
功
を
奏
し
、
百
貨
店
の
出
店
に
も

負
け
ず
、
逆
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
百
貨
店
研
究
と
酪
農
畜
産

視
察
の
た
め
ヨ
ー
ロッ
パ
を
旅
行
し
、「
欧

州
視
察
談
」
や
「
素
人
の
店
頭
談
」
等

を
執
筆
。
広
い
視
野
と
体
験
に
基
づ
く

商
道
の
信
念
、
後
進
へ
の
指
針
を
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
説
い
た
ほ
か
、
社
員

の
情
操
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

荻お
ぎ
わ
ら原
守も
り
え衛
（
碌ろ
く
ざ
ん山
）
な
ど

芸
術
家
を
支
援

相
馬
愛
蔵
と
黒
光
は
、
芸
術
に
深
い

知
識
と
理
解
を
持
ち
、
物
心
両
面
で
芸

術
家
を
支
援
し
ま
し
た
。新
宿
移
転
後
、

中
村
屋
に
は
多
く
の
芸
術
家
、
文
人
、

演
劇
人
ら
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

東
穂
高
村
矢
原
（
現
在
の
穂
高
矢
原

区
）
出
身
の
荻
原
守
衛
（
碌
山
）（
１

８
７
９
～
１
９
１
０
）
は
、
１
９
０
８

（
明
治
41
）
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
か

ら
帰
国
後
、
新
宿
西
口
に
ア
ト
リ
エ
を

設
け
、
中
村
屋
に
足
し
げ
く
通
い
ま
し

た
。
そ
の
碌
山
を
慕
い
多
く
の
画
家
や

彫
刻
家
も
中
村
屋
に
出
入
り
し
、
芸
術

談
義
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

は
後
に
「
中
村
屋
サ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

碌
山
が
30
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る

と
、
サ
ロ
ン
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の

が
中な

か
む
ら村
彝つ
ね

（
１
８
８
７
～
１
９
２
４
）

で
し
た
。
彝
は
中
村
屋
に
あ
る
ア
ト
リ

エ
で
生
活
し
、
多
く
の
芸
術
家
が
彼
の

も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。
相
馬
家
の
子
ど

も
た
ち
を
モ
デ
ル
に
多
く
の
作
品
を
残

し
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
人
の
黒
光
は
文
学
や
演
劇

の
世
界
で
も
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
中
村
屋
店
内
で
の
朗
読
会
の
開
催

や
自
宅
の
蔵
を
劇
場
に
し
て
演
劇
を
す

る
な
ど
を
し
、
劇
作
家
の
秋
田
雨う

じ
ゃ
く雀
や

女
優
の
松
井
須
磨
子
、
水
谷
八
重
子
が

集
い
ま
し
た
。

中村屋の創業者 相馬愛蔵・黒光夫妻

新宿の現在地に移転した中村屋

荻原守衛（碌山）

特
集
◎
安
曇
野
ゆ
か
り
の
先
人

相
馬
愛あ

い
ぞ
う蔵
と
中
村
屋

市
で
は
、
こ
の
た
び
市
の
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
に
、
食
品
メ
ー
カ
ー
株
式
会
社

中
村
屋
（
東
京
都
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

同
社
の
創
業
者
は
穂
高
出
身
の
相
馬
愛
蔵
。
和
洋
菓
子
の
製
造
・
販
売
や
レ
ス

ト
ラ
ン
経
営
な
ど
多
く
の
事
業
を
手
掛
け
て
成
功
す
る
傍
ら
、
多
く
の
芸
術
家

を
支
援
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
先
人
、
相
馬
愛
蔵
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特集◎安曇野ゆかりの先人 相馬愛蔵と中村屋
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安
曇
野
市
と
中
村
屋

中
村
屋
で
は
、
創
業
か
ら
１
０
０
年

以
上
経
っ
た
現
在
も
ゆ
か
り
の
地
、
安

曇
野
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
新
入
社
員
研
修
を
行
う
ほ

か
、
荻
原
守
衛
（
碌
山
）
の
作
品
を
収

蔵
す
る
碌
山
美
術
館
（
穂
高
）
へ
は
、

同
社
が
所
蔵
す
る
資
料
等
の
貸
し
出
し

な
ど
の
協
力
や
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
24
年
か
ら
は
、
安
曇
野

産
の
食
材
を
中
心
に
使
用
し
た
ご
当
地

純
イ
ン
ド
式
カ
リ
ー（
※
）を

日
本
で
発
売

１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
、
相
馬
愛

蔵
は
、
長
女
俊
子
の
夫
、
イ
ン
ド
出
身

の
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
（
１
８
８

６
～
１
９
４
５
）
の
提
案
に
よ
り
、
中

村
屋
の
喫
茶
部
の
開
設
に
合
わ
せ
純
イ

ン
ド
式
カ
リ
ー
を
販
売
。
そ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
た
小
麦
粉
を
使
っ
た
英
国
式

カ
レ
ー
と
は
違
う
、
本
場
の
カ
リ
ー
を

日
本
に
広
め
ま
し
た
。

イ
ン
ド
・
ベ
ン
ガ
ル
地
方
出
身
の
ボ

ー
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
運
動

に
身
を
投
じ
、
革
命
の
志
士
と
し
て
イ

ギ
リ
ス
政
府
か
ら
追
わ
れ
る
身
と
な
っ

レ
ト
ル
ト
商
品
の
開
発
・
販
売
を
通
じ

安
曇
野
の
名
を
全
国
に
発
信
。
平
成
25

年
に
は
、
市
教
育
委
員
会
が
依
頼
し
小

中
学
生
向
け
の
「
中
村
屋
カ
リ
ー
」
を

開
発
し
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
を
は
じ
め
市

内
産
の
野
菜
や
県
内
産
の
具
材
を
使
っ

た
純
イ
ン
ド
式
カ
リ
ー
は
、
地
域
食
材

を
使
っ
た
月
１
回
の
「
安
曇
野
の
日
」

の
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
供
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
給
食
を
通
じ
て
ふ

る
さ
と
の
先
人
相
馬
愛
蔵
の
功
績
を
学

ん
で
い
ま
す
。

た
こ
と
か
ら
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年

に
日
本
へ
亡
命
し
ま
す
。

日
本
で
潜
伏
生
活
を
続
け
て
い
た
ボ

ー
ス
に
日
英
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本

政
府
は
国
外
退
去
命
令
を
出
し
ま
し

た
。
退
去
日
の
前
日
に
ボ
ー
ス
の
協
力

者
、
頭と

う
や
ま山
満み
つ
るか
ら
の
依
頼
を
受
け
た
相

馬
夫
妻
は
、
ボ
ー
ス
を
中
村
屋
の
ア
ト

リ
エ
に
か
く
ま
い
ま
す
。
中
村
屋
の
従

業
員
全
員
が
団
結
し
、
彼
の
保
護
に
あ

た
り
ま
し
た
。

翌
年
、
日
本
政
府
は
ボ
ー
ス
保
護
に

方
針
転
換
し
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
追
及
は
続
き
、
ボ
ー
ス
は
隠
れ
家
を

転
々
と
し
ま
す
。
こ
の
時
、
逃
亡
生
活

を
支
え
た
の
が
俊
子
で
し
た
。
2
人
は

後
に
結
婚
し
、
ボ

ー
ス
は
日
本
に
帰

化
、
2
人
の
子
ど

も
を
も
う
け
ま
し

た
が
、
俊
子
は
逃

亡
生
活
の
心
労
か

ら
、１
９
２
５（
大

正
14
）
年
、
26
歳

で
早
逝
し
ま
す
。

俊
子
の
死
後
、
ボ
ー
ス
の
祖
国
イ
ン

ド
の
本
場
の
カ
リ
ー
を
日
本
に
紹
介
し

た
い
と
の
想
い
を
受
け
て
、
材
料
を
厳

選
し
、
ス
パ
イ
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

て
販
売
さ
れ
た
本
格
カ
リ
ー
は
評
判
を

博
し
ま
す
。
当
時
、
町
の
洋
食
屋
の
カ

レ
ー
が
10
～
12
銭
だ
っ
た
の
に
対
し
、

中
村
屋
の
カ
リ
ー
は
80
銭
で
し
た
が
、

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

※
中
村
屋
で
は
「
カ
レ
ー
」
の
こ
と
を

「
カ
リ
ー
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

参考資料：「穂高町誌」「相馬愛蔵・黒光のあゆみ」
　　　　　「中村屋ホームページ」
写真提供：株式会社中村屋

ラス・ビハリ・ボースと俊子

長野県産・安曇野市産の食材を使ったご当地レトルト商品
（市観光情報センター、各物産センター等で購入できます）

市内小中学校の給食で提供される
「中村屋カリー」

染谷社長と宮澤市長

発売当初の「純印
度式カリー」のセ
ット（右）と現在
のセット（下）

Topics ふるさと観光大使任命式

企業の大使任命は初めて
碌山美術館で 4 月 10 日に行われた任命式では、宮

澤市長から代表取締役社長の染
そ め や

谷省
しょうぞう

三さんに任命書
が手渡されました。染谷社長は「創業者の出身地は
私たちにとってもふるさと。食や文化活動を通じ、
市の発展に貢献していきたい」と話しました。

中村屋では、ご当地レトルト商品の充実などの事
業のほか、本年 11 月に完成予定の（仮称）新宿中村
屋ビルに併設する店舗や中村屋サロン美術館を通じ
て、安曇野の情報を広く発信します。

特集◎安曇野ゆかりの先人 相馬愛蔵と中村屋
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講座メニュー 時間 講座メニュー 時間
1 地下水保全講座　「安曇野の水資源を次世代へ」 60分 43 安曇野市幹線道路整備計画について 60分

2 安曇野自然環境保護講座
「特定外来生物の拡大を防ぐために」 60分 44 安曇野市橋梁長寿命化修繕計画について 45分

3 資源物の分別とそのゆくえ 45分 45 安曇野市の都市計画について 45分
4 障害者福祉制度について 60分 46 安曇野市の土地利用制度について 45分

5 ｢福祉でまちづくり｣・・とは
～健康で長生きできる地域をつくろう～ 60分 47 地域の景観づくり 45分

6 介護予防について 60分 48 次世代に誇れる景観づくり 45分
7 認知症予防について 60分 49 わが家の震災対策 45分
8 高齢者虐待防止について 60分 50 安曇野観光への取組み 45分
9 成年後見制度について 60分 51 商店街振興施策について 45分
10 介護保険制度について 60分 52 就職・就労に関する各種支援機関のご案内 45分
11 高齢者のための在宅福祉サービス 60分 53 安曇野市の工業振興ビジョンの推進と産業振興施策 45分
12 国民健康保険制度について 60分 54 農作物等を被害から守る有害鳥獣対策 60分
13 後期高齢者医療制度について 60分 55 農地・水保全管理支払交付金について 60分
14 安曇野市の子育て支援事業について 60分 56 松くい虫対策について 60分
15 児童虐待防止について 60分 57 モンキードックを活用した獣害対策 45分
16 子どもの発達とあそび 60分 58 農地・農村環境を保全する荒廃農地対策 45分
17 健診結果を100％活かすコツ 60分 59 環境にやさしい農業の推進について 45分

18 危ない食後の血糖値！～糖尿病予備軍について～ 60分 60 畜産悪臭対策について 45分

19 知っててほしい血圧の基本 60分 61 加工施設を利用してもっと楽しく、おいしく食べてみませんか 45分

20 腎臓のはなし～腎臓は体を守る大切な臓器です～ 60分 62 農業委員会の仕事とは 60分
21 血管元気！バランス食　～食べ物と血液の深い関係～ 60分 63 情報公開制度の利用方法等について 60分
22 歯・口の健康について 60分 64 協働のまちづくりについて 60分
23 消費生活講座　「私たちは狙われている」 60分 65 協働のまちづくり推進基本方針及び行動計画について 60分
24 不登校児童・生徒への取り組みについて 60分 66 地域課題解決に向けたワークショップについて 60分
25 スクールサポート事業について 60分 67 安曇野市総合計画について 60分
26 安曇野市の学校給食について 45分 68 市の行政評価について 60分
27 地域に根ざした公民館活動のありかた 60分 69 市の公共交通について 60分
28 インターバル速歩を実施して 45分 70 安曇野市の財政状況について 90分
29 安曇野入門 45分 71 新本庁舎建設について 90分
30「文化のかおるまち」を築くために 60分 72 安曇野市の組織と仕事について 45分
31 もっと知りたい！？名誉市民の人と業績 60分 73 安曇野市の行財政改革について 45分
32 虫の眼でみた安曇野の自然 90分 74 固定資産税のしくみ 60分
33 安曇野の文化財 60分 75 市税講座　住民税特別徴収編 60分
34 郷土博物館に行きたくなる 60分 60分 76 市税講座　暮らしと市税（住民税編） 90分
35 みんなで調べ使ってみよう昭和の道具 60分 77 市税講座　暮らしと市税（申告編） 90分
36 安曇野市図書館をご案内します。 60分 78 親子で租税教室 60分
37 安曇野市の防災対策 60分 79 インターネットのたのしい利用について 90分
38 自主防災組織の役割 60分 80 子供のインターネット利用にひそむ危険性について 60分
39 家庭の備えと地域の連携 60分 81 選挙のはなし 60分

40 安全でおいしい水道水ができるまで※基本講座に選択講座 8項目を加えた場合の時間 ※120分 82 安曇野市の会計業務について 60分

41 安曇野市の上水道事業について 45分 83 議会のしくみ 60分
42 下水道汚水がきれいになるまで 60分

平成 26 年度
協働のまちづくり出前講座（全 83 メニュー）

1

3

2

4

４月から講座メニューの内容を変更　ご利用ください

協働のまちづくり出前講座
市 政への関心を高め、これからのまちづくりを市と共に考

えていただくきっかけづくりとして、市の施策や制度に
ついて、担当職員が市民の皆さんに分かりやすく説明させていた
だきます。地域の集会やご近所の集まりの機会などにご活用くだ
さい。
問い合わせ・申し込み
〒 399-8303　安曇野市穂高 6658 番地　穂高支所内　地域づくり課
482・3131 ㈹  682・6622　mchiikizukuri@city.azumino.nagano.jp

講座メニュー「協働のまちづくりにつ
いて」を受講する皆さん

土日・祝日でもＯＫ 10 人以上から受講可能

謝礼は必要ありません申し込みは１カ月前から

受講可能日
年末年始（12 月 29 日から１月４日）を除く
平日・土日・祝日
受講可能時間
午前 9 時から午後 9 時まで

受講対象は、市内に会場を確保いただける、市
民、または市内に通勤、通学する 10 人以上が参
加する団体、グループなどです。ただし、公序
良俗に反したり、政治・宗教・営利を目的とし
たりすると判断される場合は受講できません。

説明は市の職員が行います。謝礼や交通費な
ど職員派遣に関する費用は必要ありません。た
だし、会場使用料や資料印刷代などは、申込者
でご負担ください。

開催希望日の１カ月前までに、穂高支所内地
域づくり課へ申込書を提出してください。（郵送、
ファクス、電子メールでも申し込み可能）担当部
署と調整の上、派遣の可否をご連絡します。申
込書は、各支所、各地域公民館、各図書館、市
民活動センターなどにあります。

地域力向上事業交付金をご活用ください

市では、市内の区や区に関わる組織などが互いに連携し、「地域の課題を地域で解決する」仕組みづくりの
ため、区等が抱える地域課題の解決および区全体の一体感を醸成する事業に対し、地域力向上事業交付金を交
付します。対象となる事業など詳細はお問い合わせください。
●対象団体　市内 83 区または区に関わる組織など（地区公民館、地区社協、自主防災組織ほか）
●交 付 額　対象経費または 20 万円。うち、いずれか低い額
●募集締切　５月 30 日（金）
●提 出 先　各支所地域課まで提出してください。申請書は各支所地域課または市ホームページから入手でき

　　　　　ます。
問穂高支所内地域づくり課　482・3131 ㈹ 682・6622

時間は講座 1回あたりの目安です（質疑時間を含みます）。

◎この出前講座は、皆さんに市政について理解を深めていただくためのものです。説明に関する質疑やご意見はお受けしますが、
苦情や要望などはお受けできません。
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公
的
年
金
の
ほ
か
に
、
農
業
や
不

動
産
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
場

合
の
納
付
方
法

農
業
や
不
動
産
な
ど
の
事
業
所
得
に

係
る
市
県
民
税
の
納
付
方
法
は
今
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お
願
い
し
ま
す 

（
徴
収
方
法
は
表
3
を
参
照
）。

い
く
つ
か
の
方
法
に
分
か
れ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
納
め
る
総
額

（
年
税
額
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
の
対
象
者

市
県
民
税
を
納
め
て
い
る
人
の
う

ち
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
が
対

象
で
す
。

▽
4
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
人

▽
前
年
中
の
公
的
年
金
の
所
得
に
係
る

市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

▽
老
齢
等
の
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
の
人

▽
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
人

初
年
度
と
2
年
目
以
降
の

徴
収
方
法
の
違
い

初
年
度
（
再
開
含
む
）
の
場
合
は
表

１
の
と
お
り
、
2
年
目
以
降
継
続
の
場

合
は
表
2
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

初
年
度
の
場
合
、
年
税
額
の
半
分
を

普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

に
よ
り
、
6
・
8
月
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
、
残
額
を
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

に
よ
り
10
・
12
・
2
月
の
3
回
で
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

65
歳
以
上
で
、
公
的
年
金
を
受
給
し
、
市
県
民
税
を
納
税
す
る
義
務
が

あ
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
市
県
民
税
が
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
県
民
税
全
体
の
う
ち
、
公
的
年
金
所
得
に
係
る
部

分
を
特
別
徴
収
す
る
制
度
で
す
。
納
付
す
る
１
年
間
の
税
額
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。（
本
人
の
意
思
に
よ
る
選
択
や
停
止
は
で
き
な
い
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。）

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当　
（

72
・
３
１
１
１
㈹ 
72
・
８
３
４
０
）

公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の
特
別
徴
収

●表１　公的年金から市県民税が新たに特別徴収になる人（初年度）

●表 2　2 年目以降の人

徴収税額
（例）年税額
12万の場合

普通徴収（納付書または口座振替）

第１期（６月） 第２期（８月） 第３期（10月） 第４期      　　　

３万円 ３万円 0円 0円

特別徴収（年金から天引き）

4月 6月 8月 10月 12月 平成 27年
2 月

0 0 0 2 万円 2万円 2万円

徴収方法
公的年金に係る市県民税は、納期ごと
に納付書か口座振替で納付（年税額の
半分を２回に分けて納付）

第１期、２期に納付した分を差し引い
た残りの額を３回に分けて公的年金の
支払い月に特別徴収で納付

徴収税額       
（例）年税額
15万の場合

特別徴収（年金から天引き）

４月 ６月 ８月 10月 12月 平成 27年
2 月

２万円 ２万円 ２万円 3万円 3万円 3万円

徴収方法
前年度２月分は２万円であったので同
じ額を３回、公的年金の支払い月に仮
特別徴収で納付

４・６・８月で仮特別徴収した分を差
し引いた残りの額を３回に分けて公的
年金の支払い月に特別徴収で納付

●表 3　年税額をいくつかの方法に分けて
納めます

主なパターン 徴収方法

1 ・公的年金などの所得
のみ

・公的年金からの特別
徴収のみ

2
・公的年金などの所得
・給与所得（天引きの
場合）

・公的年金からの特別
徴収　※注１　
・給与から特別徴収

3

・公的年金などの所
得・その他所得（営
業・農業・不動産な
ど、または給与所得
で天引きしていない
場合）

・公的年金からの特別
徴収　　　　　
・納付書または口座振
替による納付

4

・公的年金などの所得
・その他所得（営業・
農業・不動産など）
・給与所得（天引きの
場合）

・公的年金からの特別
徴収　
・納付書または口座振
替による納付
・給与から特別徴収

※注 1　年金からの特別徴収が初年度で、ほかに給与
所得（市県民税を給与から天引き）がある人は、年
金所得分の市県民税の年税額の 2 分の１を納付書ま
たは口座振替で納付していただくため、徴収方法が
3 種類となります。

平成 26 年度（25 年中の所得）の
所得証明書の発行

自動車税は
6 月 2 日（月）までに納めましょう

4 月１日以降、「領収証」などに係る
印紙税の非課税範囲が拡大されています

平成 26 年度税務職員採用試験

所得証明書の発行を希望される場合は、運転免許証など
の本人確認ができるものをお持ちの上、各支所地域課で申
請してください。26 年度の所得証明書は、平成 26 年 1 月
1 日に市内に住所を有し、市県民税の申告などがある場合
に発行されます。同居親族の人以外への発行には委任状が
必要です。
※本庁舎、県安曇野庁舎では発行できません。
●発行開始予定日　6 月 10 日（火）
●交付手数料　1 通 300 円
問豊市民税課諸税係　472・3111 ㈹ 672・8340

自動車税は、お手元に届けられた納税通知書により金融
機関、郵便局、コンビニエンスストアまたは地方事務所税
務課で納付してください。

また、「納税証明書」は、継続検査（車検）時に必要と
なりますので、大切に保管しておきましょう。
問松本地方事務所税務課　440・1905

事業者の皆さんが 4 月１日以降に作成する領収証やレシ
ートなどの「金銭または有価証券の受取書」に係る印紙税
が、記載された受取金額が 5 万円未満のものは非課税とな
っています。

領収証などを作成する際には、受取金額を確認の上、納
付する印紙税額に誤りのないようご注意ください。
問松本税務署　432・2790 ㈹

人事院・国税庁では、国税局や税務署で国税に関する調
査や滞納処分などの事務を行う税務職員（高等学校卒業程
度）を募集します。
●受験資格　次のいずれかに該当すること①平成 26 年 4

月１日現在、高校または中等教育学校を卒業した日の翌
日から起算して 3 年を経過していない人②平成 27 年 3
月までに高校または中等教育学校卒業見込みの人③人事
院が①②に掲げる者に準ずると認める人

●申込方法と期間　▷インターネット　6 月 23 日（月）午
前 9 時～ 7 月 2 日（水）

　uhttp://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html　
▷郵送または持参　6 月 23 日（月）～ 26 日（木）消印有

効　※インターネット申し込みが原則です。
●申し込み・問い合わせ　〒３３０ ‐ ９７１２

埼玉県さいたま市中央区新都心１番地１
さいたま新都心合同庁舎１号館　人事院関東事務局　
4048・740・2001 ㈹

�平成 27年�
�　1月　�

（
2
年
目
以
降
の
人
）

非
課
税
の
人
も
4
・
6
・
8
月
分

は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す

昨
年
度
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
た
人
で
、
平
成
26
年
度
の
市
県
民

税
が
非
課
税
に
な
っ
た
人
も
2
月
に
徴

収
さ
れ
た
額
と
同
額
を
4
・
6
・
8
月

も
引
き
続
き
仮
特
別
徴
収
に
よ
り
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仮
特
別
徴
収
し
た
4
・
6
・
8
月
分

は
後
日
還
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
認

後
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
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■
桜
の
名
所
光
城
山　

１
０
０
０
人
Ｓサ

ク

ラ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

市
民
と
市
が
協
働
し
、光
城
山（
豊

科
光
・
標
高
９
１
２
メ
ー
ト
ル
）
の

桜
の
保
全
活
動
な
ど
を
行
う
「
安
曇

野
市
光
城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
立
総
会

が
4
月
28
日
、
豊
科
支
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
市
や
光
城
山
を
管
理
す

る
上
川
手
山
林
財
産
区
管
理
会
、
地

元
区
、
里
山
保
全
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
代
表
者
な
ど
関
係
者
38
人

が
出
席
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
今
ま

で
以
上
の
桜
の
名
所
に
し
て
欲
し

い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
長
に
上
川
手
山
林
財
産
区
管
理
会

会
長
の
長
崎
孝
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
長
崎
会
長
は
就
任
の
あ
い
さ

つ
で
「
訪
れ
る
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
桜
が
育
つ
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
制
10
周
年
に
合
わ
せ
、
サ
ク

ラ
を
植
樹

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
の
桜

の
名
所
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
光

城
山
に
つ
い
て
、
登
山
道
沿
い
の
桜

が
老
木
と
な
り
、
樹
勢
の
衰
え
で
花

づ
き
が
良
く
な
い
年
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
や
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
な
が
ら
、
桜
の
植
樹
な
ど
を

行
い
ま
す
。
本
年
は
、
6
月
に
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
な
ど
試
験
植
樹
を
行
い
、
樹

木
医
な
ど
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら

光
城
山
に
適
し
た
桜
の
選
定
や
植
樹

と
管
理
の
方
法
を
研
究
し
ま
す
。
研

究
結
果
を
踏
ま
え
、
市
制
10
周
年
と

な
る
平
成
27
年
度
に
市
民
が
参
加
し

桜
の
植
樹
を
行
い
、
数
年
で
約
１
０

０
０
本
の
桜
を
植
樹
す
る
計
画
で

す
。

市
民
の
憩
い
の
場
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
桜
の
植
樹
と

管
理
の
ほ
か
、
光
城
山
一
帯
の
観
光

振
興
や
歴
史
文
化
の
伝
承
、
周
辺
の

自
然
環
境
保
全
、
登
山
道
整
備
に
よ

る
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
活
動
な

ど
も
行
い
ま
す
。
今
後
、
分
科
会
を

設
置
し
活
動
を
進
め
、
光
城
山
一
帯

が
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
人
の
憩
い

の
場
と
な
る
よ
う
、
長
期
的
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

あいさつをする長崎会長

３階まで庁舎が組み上がっ
た様子（上）４階眺望コー
ナー部分（左）

地下１階駐車場の配管工事の様子

登山道沿いの桜の様子 現在の光城山の登山道

新本庁舎建設
ニュース№13

４階の鉄骨部分の組み立てが
始まりました

4 月末までに 3 階の柱、梁
はり

の組み立てが終わり、
5 月末から 4 階の鉄骨の組み立てが始まります。
4 階部分は広い大会議室（410 平方㍍）や電気室、
書庫などがあり、荷重や柱と柱の間隔などを考慮
して、建設費用がより安価な鉄骨構造を採用して
います。

エコボイド（吹き抜
け）は、東西に 2 つあ
り、空調や照明負荷の
軽減と火災時の排煙の
役目があります。また、
この空間には主に市民
の皆さんが利用する階
段も取り付けられま
す。

地下１階の駐車場では、電気・給排水の配管配
線工事が始まりました。今までは骨組み工事が主
でしたが、いよいよ建物内部の内装などを行う造
作工事も始まります。（5 月 8 日撮影）

4 階北西部分の眺望コーナーからは、西は室山
や常念岳、有明山が、東は光城山などの山々が見
渡せます。休日も開放しますので、開庁後は、ぜ
ひここからの眺望をお楽しみください。

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

穂高支所整備についての市民説明会を開催

穂高支所の整備等については、これまで穂高地域審議会、支所等整備検討市民会議から提言や報告を
いただき、基本計画をまとめてきました。今回、実施計画および実施設計策定にあたり、新しい支所の
庁舎配置等を含め、市民の皆さんから意見等をいただく説明会を開催します。ぜひ、ご参加ください。
●日　時　5 月 31 日（土）　午後 7 時から（約１時間 30 分予定）　※事前申し込み不要
●場　所　穂高支所　大会議室（別棟 2 階）

問穂高支所地域課地域担当　482・3131 ㈹ 682・6622

エコボイド（吹き抜け）部分
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新規学卒就職者歓迎会（市商工会主催）が
4 月 17 日、安曇野穂高ビューホテル（穂高牧）
で開催されました。本年度は、市内 39 社に
99 人が就職。当日は 26 社から 50 人が参加し
ました。市商工会の齊藤正昭会長は「誠実さ
と真心を大切に、企業の中で存在感を示して
欲しい」と激励しました。市内の金融機関に
配属された岡

お か え

江亮
りょうた

太さん（松川村）は「社会
人として、責任を持って仕事に励みたい」と
話しました。また、式の後には、研修会も行
われ、参加者は食事を取りながらテーブルマ
ナーを学びました。

全国の小学生を対象とした「12 歳の文学賞・
はがき小説部門」（小学館主催）で大賞を受
賞した三好なつ実さん（明北小 6 年）が 4 月
23 日、本庁舎で宮澤市長を表敬訪問しました。
宮澤市長からは受賞を讃える表彰状が三好さ
んに手渡されました。はがき小説部門は、は
がきに 400 字以内で小説を書くもので、受賞
作品は、携帯電話を題材に、自分の気持ちを
素直に表現できない女の子の姿を描いていま
す。将来は、小説家など文章を書く仕事をし
たいという三好さんは「大賞を取れてとても
うれしいです」と受賞の喜びを話しました。

4/17　新規学卒就職者歓迎会

4/23　12 歳の文学賞大賞受賞報告

新社会人を激励　

400字の小説　大賞受賞

国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）の「田
園文化ゾーン北地区」が完成し 4 月 26 日、開園式が
穂高牧の同公園穂高口前で行われました。式典には、
国や県、市などの関係者約 100 人が参加。テープカッ
トや小学生によるくす玉割りのほか、来園者には、安
曇野市産米「風さやか」のおにぎりが振る舞われまし
た。

今回開園した部分は、約 17㌶の広さで、花畑や安
曇野の民話を題材にしたアスレチック遊具、古墳の森、
円形ステージなど安曇野の自然や文化を体験できるよ
うになっています。北地区の開園により同公園の「田
園文化ゾーン」が完成しました。

開園式に参加した石
いしがき

垣愛
あ い り

梨さん（穂高西小 4 年）は
「いろいろな遊具があって楽しいです。時間があれば
ずっと遊んでいたいです」と話しました。

4/26 国営アルプスあづみの公園・田園文化ゾーン北地区開園

安曇野の自然と文化を体感

穂高出身で名誉市民の故髙橋節郎さんの「生誕百年
　髙橋節郎展」が、4 月 26 日から安曇野髙橋節郎記念
美術館と安曇野市豊科近代美術館の両美術館で始まり
ました。今回の展覧会では、幻想あふれる雄大なイメー
ジを漆黒と黄金で表現した代表作品とともに、髙橋さ
んの息遣いが残るスケッチやデッサン、作品の原画等
を合わせて紹介し、その人と芸術の全貌

ぼう

を振り返って
います。

26 日に安曇野髙橋節郎記念美術館主屋で行われた開
会式には、市や美術館、教育委員会などの関係者、約
100 人が出席。夫人の髙橋千

か ず え

笑さんは「コツコツと仕
事をする人で、生前“私の心の宝物は安曇野だ”と語っ
ていました。今回の 180 点の作品には、ふるさとへの
思いが込められているので、多くの人に楽しんでほし
い」とあいさつしました。

なお、この企画展は、6 月１日まで開催され、期間
中には生誕 100 年を記念した講座や記念講演会、バス
ツアーなどさまざまな催しが行われます。

4/26　生誕百年　髙橋節郎展

髙橋節郎さん　生誕100年

第 31 回早春賦まつり（実行委員会主催）
が 4 月 29 日、穂高川右岸の早春賦歌碑前で
行われました。この日は、肌寒さを感じる
曇り空でしたが、県内外から約 300 人が参
加。アルパの美しい音色に乗って、早春賦
が安曇野に響き渡りました。千葉県から参
加した浅野忠

ただよし

義さんは「早春賦に関する催
しがあることを知り楽しみに来ました」と
笑顔で話してくれました。

市がホームタウンとなっているサッカー
J2・松本山雅ＦＣの支援組織「山雅後援会」

（井上保
たもつ

会長・松本市）の安曇野支部の発足
式が 4 月 22 日、安曇野スイス村サンモリッ
ツ（豊科南穂高）で行われました。当日は、
関係者約 100 人が出席。井上会長から支部
長の辻

つじたに

谷洋
よういち

一さん（穂高有明）に支部認証
書が手渡されました。辻谷さんは「会員を
増やし、美化活動など地域に根差した活動
もしながら、山雅や地域を盛り上げていき
たい」と話しました。同支部は、上田、塩尻、
南信州に続き県内 4 カ所目の地域支部にな
ります。

4/29　第31回早春賦まつり

4/22　山雅後援会安曇野支部発足式

春の安曇野に歌声が響く

県内４カ所目　後援会支部発足

豊科近代美術館に展示されている「星座物語」。少年時代に安曇野で見
た星空が漆黒と黄金などで屏風に描かれています。（写真上）
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市
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
推
進
状
況

の
点
検
評
価
と
見
直
し
に
つ
い
て
協
議

い
た
だ
く
市
生
涯
学
習
推
進
市
民
会
議

の
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
か
勤
務
す
る

人
で
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。
①
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員
③
市
の
付
属
機
関
等
の
公
募

委
員
④
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

●
募
集
人
員　

5
人
以
内

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
別
に
定
め
る

額
●
応
募
方
法　

5
月
22
日
（
木
）
か
ら

6
月
5
日
（
木
）（
必
着
）
の
間
に
、

各
地
域
公
民
館
窓
口
ま
た
は
生
涯
学

習
課
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、小
論
文「
こ

れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の
あ
り
方
」（
書

式
自
由
８
０
０
字
以
内
）を
添
え
て
、

郵
送
・
持
参
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
２
９
１
４
︲

1　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

mshogaigakushu@
city.azum

ino.
nagano.jp

40
有
余
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
多
様

な
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
豊
科
公
民
館
が
、
こ
の
秋

か
ら
大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
工
事
内
容
等
に

つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

5
月
26
日
（
月
）

午
後
7
時
～

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

●
申
し
込
み　

不
要

●
内
容　

豊
科
公
民
館　

耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
工
事
に
つ
い
て

第
5
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
種

目
別
競
技
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
各
競
技
会
の
開
催
要
項
、
参
加
申

込
書
は
堀
金
総
合
体
育
館
内
市
体
育
協

会
事
務
局
（
88
・
３
５
１
６
）
ま
た

は
市
内
5
地
区
の
公
民
館
お
よ
び
生
涯

学
習
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

昨
年
11
月
か
ら
整
備
し
て
き
た
高
家

ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
6
月
末
に
完
成
と
な

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
貸
し
出
し

が
7
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
施
設

○
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
（
少
年
野
球

2
面
分
）一
般
の
野
球
で
の
利
用
は
、

両
翼
が
狭
い
た
め
、
練
習
の
み
の
使

用
と
な
り
ま
す
。
硬
式
野
球
の
利
用

も
可
能
で
す
。

○
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
（
少
年
サ
ッ

カ
ー
１
面
分
）

○
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練
習
場

※
利
用
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
方
法　

豊
科
地
域
の
体
育
施
設

と
同
様
の
貸
出
方
法
と
な
り
ま
す
。

6
月
１
日
か
ら
豊
科
勤
労
者
総
合

ス
ポ
ー
ツ
施
設
（

73
・
３
０
１
１
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
「
ゆ
っ
く

り
歩
き
」
と
「
は
や
歩
き
」
を
交
互
に

繰
り
返
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
力
・
体

力
が
つ
き
、
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
期
間　

6
月
～
12
月　

第
1
回
は
6

月
12
日（
木
）午
前
9
時
～（
全
13
回
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
で
４
月
１
日
現
在

で
50
歳
以
上
の
人

●
参
加
費
用　

６
０
０
０
円
（
血
液
検

査
代
金
2
回
分
）

●
定
員　

50
人
（
抽
選
）

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熟
年
体
育
大
学

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

●
申
し
込
み　

5
月
29
日
（
木
）
か
ら

6
月
5
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ワ
ー
ド
入
門
講
座

初
心
者
対
象
で
、
ワ
ー
ド
の
基
本
操

作
を
学
び
、簡
単
な
文
書
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

6
月
10
日
（
火
）
か
ら
13
日

（
金
）
ま
で　

午
前
9
時
30
分
～
11

時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
対
象
者　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｖ
ｉｓ
ｔａ
、

7
、
8
の
い
ず
れ
か
の
パ
ソ
コ
ン
を

持
参
で
き
る
人
で
、
文
字
入
力
等
あ

る
程
度
操
作
が
で
き
る
人
。
ま
た
、

4
日
間
す
べ
て
に
出
席
で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
円
、
別
途
テ
キ
ス

ト
代
、
５
０
０
円
程
度

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん

●
定
員　

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
昨
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
基
礎

講
座
の
未
受
講
者
を
優
先
）

●
申
し
込
み　

5
月
28
日（
水
）・
29
日

（
木
）の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
に
豊
科
支
所
地
域
課
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
の
融
和
と
親
睦
、
あ
る
い
は
健

康
と
体
力
の
向
上
を
目
的
に
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

5
月
28
日
（
水
）

●
会
場　

穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者
・
勤
務
者

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
・
先
着
順
）

●
費
用　

参
加
費
２
０
０
０
円
、
プ
レ

ー
費
１
万
円
（
税
別
）

●
申
し
込
み　

5
月
23
日
（
金
）
ま
で

に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
穂
高
会
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

大
会
実
行
委
員
会
事

務
局　

高
山
さ
ん
（

82
・
４
５
９

９
）

市
生
涯
学
習
推
進
市
民
会
議

委
員
の
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
公
民
館　

耐
震
補
強
・
大
規
模

改
修
工
事
市
民
説
明
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
5
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

種
目
別
競
技
会

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
16
回
安
曇
野
市
穂
高
地
域

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

高
家
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
利
用
予
約

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

豊
科
支
所
地
域
課

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
講
座

参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

　

潮
う
し
お
神
明
宮
本
殿

（
市
有
形
文
化
財
・
明
科
東
川
手
潮
区
）

潮
神
明
宮
は
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代

に
犀
川
右
岸
の
川
手
地
域
一
帯
が
伊
勢
神
宮

の
御み

く
り
や厨
に
な
っ
た
頃
に
創
建
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
切き

り
づ
ま妻
で
棟む
な
も
ち
ば
し
ら

持
柱
が
あ
り
、
屋
根
に

は
千ち

ぎ木
２
組
・
鰹か
つ
お
ぎ木
６
本
を
お
く
神し
ん
め
い
づ
く
り

明
造
と

呼
ば
れ
る
建
築
様
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以

前
の
本
殿
は
元
禄
初
年
に
火
災
で
焼
失
し
て

お
り
、
現
在
の
本
殿
は
こ
の
時
以
降
に
再
建

さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

潮
神
明
宮
で
は
、
20
年
に
一
度
と
り
行

わ
れ
る
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
に
な
ら
っ
て
本
殿

の
修
理
や
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
を
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
25
年
度
に
も
本
殿
の
屋
根
修
理
等

が
行
わ
れ
、
長
年
の
風
雪
で
傷
ん
だ
部
材
が

取
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
28

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

□第５回安曇野市民スポーツ祭種目別競技会日程

潮神明宮本殿

競技会名 実施団体名 期　　　　日 　場　　　　所

ソフトバレーボール競技会 安曇野市ソフトバレーボール連盟 6月 29日（日）　総合開会式終了後～   堀金総合体育館・堀金中体育館

マレットゴルフ大会 安曇野市マレットゴルフ協会 7月 5日（土）　8：30～正午 三郷黒沢マレットゴルフ場

硬式テニス競技会 安曇野テニス協会 7月 21日（月）　8：00～ 17：00 豊科南部公園テニスコート

卓球競技会 安曇野卓球連盟 8月 24日（日）　8：00～ 18：00 堀金総合体育館

空手道競技会 安曇野空手道連盟 9月 7日（日）　8：00～ 17：00 三郷文化公園体育館

ゲートボール競技会 安曇野市ゲートボール連盟 9月 19日（金）　8：00～ 15：00 三郷文化公園グラウンド

バスケットボール競技会 安曇野市バスケットボール協会 9月 13日（土）・14日（日）　8：00～ 17：00 穂高西中体育館・講堂

ゴルフ大会 ゴルフ実行委員会 9月 26日（金）　7：00～ あづみ野カントリークラブ

軟式野球競技会 安曇野市体協軟式野球部 10月 12日（日） 8：00～ 17：00
予備日 10月 26日（日）

堀金総合グラウンド・
県民豊科運動広場

バドミントン競技会 安曇野市体協バドミントン部 10月 12日（日）　8：00～ 17：00 三郷文化公園体育館・三郷体育館

弓道競技会 安曇野市体協弓道部 10月 13日（月）　9：00～ 16：00 豊科弓道場

ソフトボール競技会 ソフトボール実行委員会 10月 26日（日）　8：00～
予備日 11月 2日（日） 有明運動場

柔道競技会 安曇野市柔道協会 11月 16日（日）　8：00～ 15：00 豊科武道館

ワンバウンドふらばーる大会 ワンバウンドふらばーる実行委員会 11月 23日（日）　8：00～ 17：00 豊科勤労者スポーツ体育館

剣道競技会 安曇野市剣道連盟 11月 24日（月）　8：00～ 20：00 三郷文化公園体育館

女子バレーボール競技会 安曇野市ママさんバレーボール連盟 11月 30日（日）　8：00～ 19：00 堀金総合体育館・堀金小体育館

フットサル競技会 安曇野市サッカー協会 12月 7日（日）　8：00～ 16：00 堀金ドーム・堀金中学校体育館
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和
食
の
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う

伝
統
あ
る
和
食
を
簡
単
に
お
い
し
く

作
る
基
礎
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

第
１
回　

6
月
14
日
（
土
）

第
2
回　

7
月
12
日
（
土
）
い
ず

れ
も
午
前
9
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん

　

松
本
広
域
調
理
師
会
会
長

●
調
理
内
容　

第
1
回
「
鯖
の
照
煮
の

コ
ツ
」
ほ
か
、
第
2
回
「
簡
単
に
で

き
る
豚
肉
の
角
煮
」
ほ
か

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

※
原
則
、
2
回
と
も
参
加
可
能
な
人

●
参
加
費　

各
回
８
０
０
円
（
受
講
料

２
０
０
円
を
含
む
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

●
申
し
込
み　

5
月
26
日
（
月
）・
27

日
（
火
）
に
明
科
支
所
地
域
課
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も

楽
し
め
る
音
楽
会
で
す
。
黒
豆
寿
司
付

き
の
お
茶
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
演
奏
者　

牛
山
正
博
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）
渡
辺
し
お
り
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）牛
山
さ
ん
は
松
本
を
中
心
に「
わ

く
わ
く
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

5
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

●
参
加
費　

大
人　

３
０
０
円

親
子　

５
０
０
円　

●
申
し
込
み　

不
要

※
社
会
福
祉
協
議
会
明
科
支
所
・
明
科

い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か
い
と
共
催

重
文
「
曽そ

ね
は
ら

根
原
家け

住じ
ゅ
う
た
く
宅
」

次
の
日
程
で
国
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
「
曽
根
原
家
住
宅
」
を
無
料
公
開
し

ま
す
（
通
常
は
３
０
０
円
）。
曽
根
原

家
住
宅
は
中
信
地
区
に
特
有
の
本
ほ
ん
む
ね
づ
く
り

棟
造

で
最
古
級
の
建
造
物
と
し
て
、
昭
和
48

年
に
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
を
希
望
す
る
人
は
、「
曽
根
原

家
住
宅
」（
穂
高
有
明
１
６
３
２　

83
・
２
３
５
９
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
公
開
日　

6
月
11
日
（
水
）、
7
月

2
日
（
水
）、
8
月
20
日
（
水
）、
9

月
4
日
（
木
）、
10
月
8
日
（
水
）、

11
月
11
日
（
火
）、12
月
2
日
（
火
）、

3
月
18
日
（
水
）

絵
た
よ
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

6
月
26
日
・
7
月
24
日
・
9

月
25
日
・
10
月
23
日
（
各
木
曜
日
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

●
野
外
実
習　

9
月
25
日
に
野
外
ス
ケ

ッ
チ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
場
所　

三
郷
公
民
館
実
習
室
ほ

か
●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

堀
内
征
二
さ
ん

日
本
絵
手
紙
協
会
会
員　

●
申
し
込
み　

6
月
5
日（
木
）午
前
8

時
30
分
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

藤
田
浩
子
さ
ん
の
「
お
は
な
し
お
ば

さ
ん
の
小
道
具
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

「
と
と
け
っ
こ
」
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

6
月
１
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー　

「
き
ぼ
う
」

●
講
師　

豊
嶋
さ
お
り
さ
ん

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
お

は
な
し
の
会「
す
が
の
っ
く
る
」代
表

●
参
加
費　

実
費　
　

●
定
員　

20
人　
　
　

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具

●
申
し
込
み　

5
月
24
日（
土
）の
午
前

10
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

繊
細
さ
と
美
し
さ
を
備
え
た
切
り
絵

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

6
月
12
日（
木
）・
19
日（
木
）・

26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室

●
講
師　

下
川
泰
秀
さ
ん

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
24
日（
土
）の
午
前

10
時
か
ら
明
科
図
書
館
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
館
時
間　

6
月
～
9
月
は
午
前
9

時
～
午
後
5
時
、
10
月
～
3
月
は
午

前
9
時
～

午
後
4
時

※
1
～
2
月

は
冬
季
休

館
で
す
。

光こ
う
き
ゅ
う
じ

久
寺
の
県
宝

次
の
日
程
で
光
久
寺
の
県
宝
「
木
造

日
光
菩
薩
立
像
・
月
光
菩
薩
立
像
」、

県
宝
「
光
久
寺
薬
師
堂
」
を
公
開
し
ま

す
。
県
宝
「
木
造
日
光
菩
薩
立
像･

月

光
菩
薩
立
像
」
は
室
町
時
代
に
善
光
寺

仏
師
妙
海
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
を
希
望
す
る
人

は
、
公
開
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
文

化
課
文
化
財
保
護
係
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
公
開
日　

毎
月
第
3
土
曜
日　

6
月

21
日
（
土
）、
7
月
19
日
（
土
）、
8

月
16
日
（
土
）、
9
月
20
日
（
土
）、

10
月
18
日
（
土
）、11
月
15
日
（
土
）、

12
月
20
日
（
土
）、１
月
17
日
（
土
）、

2
月
21
日
（
土
）、3
月
21
日
（
土
）

明
科
公
民
館
の
催
し

明
科
支
所
地
域
課

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

文
化
財
無
料
公
開
の
お
知
ら
せ

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

三
郷
図
書
館
絵
た
よ
り
講
座

三
郷
図
書
館

76
・
３
０
７
８ 

76
・
３
０
７
７

豊
科
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

「
お
は
な
し
会
の
小
道
具
を
作
ろ
う
」

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

明
科
図
書
館
ひ
ま
わ
り
講
座
②

切
り
絵

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

お
す
す
め
の
一
冊

ル
ル
と
ラ
ラ
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

あ
ん
び
る
や
す
こ 

作

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

小島璃
り み

実さん
（堀金小２年）

堀金公民館「農業体験講座」受講者募集
堀金支所地域課　472・5796 672・5801

　トウモロコシ、サツマイモ、シソなどを作付けする農業体験講座です。（6 月～ 12 月）
●日程　第１回「トウモロコシ種まき・シソ植え付け」6 月 9 日（月）午前 10 時～正午
　※第 2 回以降は、毎月 1 ～ 2 回、平日の午前中に共同作業。12 月には調理講座を開催予定。
●場所　堀金下堀・田甫集会場ほ場ほか　　　　
●対象　非農家の人で通年参加できる人
●定員　10 人（先着順）
●参加費　講座 1 回　200 円（調理の材料費は除く）　　
●申し込み　5 月 26 日（月）～ 6 月 2 日（月）の午前 9 時から午後 5 時の間に電話でお申し込みください。

森
の
中
に
お
か
し
や
さ
ん
を
開
店
し
た

小
学
生
の
女
の
子
、
ル
ル
と
ラ
ラ
。
食
事

の
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
る
モ
リ
ー
先
生
が

お
店
に
や
っ
て
き
て
、
あ
な
ぐ
ま
の
子
ど

も
リ
ラ
と
ベ
ス
が
ど
う
し
て
も
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
の
使
い
方
が
お
ぼ
え
ら
れ
な
い

こ
と
を
話
し
ま
す
。
そ
こ
で
ル
ル
と
ラ
ラ

は
、
お
い
し
い
お
か
し
で
そ
の
使
い
方
が

お
ぼ
え
ら
れ
た
ら
と
シ
ュ
ガ
ー
お
ば
さ
ん

に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
作
り
方
を
教
え
て
も

ら
い
ま
す
。
リ
ラ
と
ベ
ス
が
、
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
の
使
い
方
を
お
ぼ
え
ら
れ
た
の

か
は
、
本
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
本
に
は
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
お

し
ゃ
れ
な
か
ん
た
ん
レ
シ
ピ
が
た
く
さ
ん

の
っ
て
い
ま
す
。
お
家
で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

を
焼
き
ま
す
が
、
自
分
で
作
れ
る
の
で
楽

し
い
で
す
。
ル
ル
と
ラ
ラ
シ
リ
ー
ズ
は
い

く
つ
も
あ
り
、
か
ん
た
ん
レ
シ
ピ
が
の
っ

て
い
る
の
で
、
ほ
か
の
本
も
読
ん
で
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

曽根原家住宅
木造日光菩薩立像・
月光菩薩立像

図書館映画上映会（入場無料） 
｢夏時間の庭」

2008 年 フランス〈上映時間　102 分〉
●日時　13日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　25日（水）16：30～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　25日（水）16：30～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　4・11・25日（各水曜日）
	 10：30～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　14日（土）	 10：30～（乳幼児対象）
	 11：20～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　20日（金）	 11：00～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　20日（金）	 16：30～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　14日（土）	 10：30～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　17日（火）	 10：30～（乳幼児対象）
　　17日（火）	 16：30～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　21日（土）	 11：00～（乳幼児以上対象）

６月の図書館イベント
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東
京
藝
術
大
学
に
よ
る
中
学
生
へ
の

楽
器
演
奏
指
導
事
業
の
成
果
発
表
と
し

て
、
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
休
日
の

午
後
の
ひ
と
時
に
心
地
良
い
音
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

6
月
8
日
（
日
）
午
後
１
時

15
分
～
（
2
時
間
程
度
）

●
出
演　

穂
高
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

安
曇
野
市
リ
ー
ダ
ー
ズ
バ
ン
ド
、
東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
器
楽
科

●
会
場　

穂
高
会
館　

講
堂

●
入
場
料 

無
料
、
全
席
自
由
（
予
約

不
要
）

●
演
奏
曲
目　

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
合
同
演
奏
）
ほ
か
、
穂
高

西
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
安
曇
野
市
リ

ー
ダ
ー
ズ
バ
ン
ド
、
東
京
藝
術
大
学

生
に
よ
る
演
奏
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
曲
目
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

●
そ
の
他　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た

め
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
い
た
だ
く
か
、

穂
高
プ
ー
ル
駐
車

場
か
ら
の
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

美
術
館
庭
園
に
咲
く
お
よ
そ
５
０
０

種
１
０
０
０
本
の
バ
ラ
が
5
月
下
旬
か

ら
6
月
中
旬
に
か
け
て
見
頃
を
迎
え
ま

す
。
期
間
中
は
バ
ラ
の
苗
の
販
売
や
コ

ン
サ
ー
ト
、
バ
ラ
の
手
入
れ
講
習
会
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
会
期　

5
月
31
日（
土
）～
6
月
8
日

（
日
）

●
イ
ベ
ン
ト
日
程

バ
ラ
の
苗
等
の
販
売

・
日
時　

5
月
31
日
（
土
）・
6
月
１

日
（
日
）
午
前
9
時
～

・
場
所　

美
術
館
庭
園

バ
ラ
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト

・
日
時　

6
月
7
日（
土
）午
後
2
時
～

3
時
30
分
（
開
場 
午
後
1
時
30
分
）

・
場
所　

美
術
館
多
目
的
ホ
ー
ル

・
出
演　

神
谷
敦
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

木
下
亜
貴
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

・
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
美
術
館

の
入
館
券
が
必
要
。一
般
５
０
０
円
・

大
学
生
／
高
校
生
３
０
０
円
）

・
申
し
込
み　

不
要

バ
ラ
の
手
入
れ
講
習
会

・
日
時　

6
月
8
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～

・
場
所　

美
術
館
庭
園

市
に
は
明
科
光
の
北
村
遺
跡
を
は

じ
め
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
多
数
あ
り

ま
す
。
安
曇
野
の
黎
明
期
と
も
言
え
る

縄
文
時
代
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
な
が

ら
、
縄
文
土
器
作
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
平
面
の
土
偶
や
土
鈴
な
ど
、

初
心
者
で
も
作
れ
ま
す
。
第
１
回
目
は

縄
文
時
代
の
学
習
と
土
器
作
り
で
す
。

第
2
回
目
は
乾
燥
さ
せ
た
土
器
を
野
焼

き
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

第
１
回　

6
月
14
日（
土
）午
前
9
時

～
午
後
4
時（
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
）

第
2
回　

10
月
中
旬
（
穂
高
郷
土
資

料
館
駐
車
場
）

●
講
師　

矢
口
健た

け
ひ
こ

陽
児
さ
ん

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
は
保

護
者
と
同
伴
す
る
こ
と

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
）

●
服
装　

汚
れ
て
も
良
い
動
き
や
す
い

服
装

●
持
ち
物　

汚
れ
て
も
良
い
タ
オ
ル
・

昼
食
と
飲
み
物

●
申
し
込
み　

5
月
27
日
（
火
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
郷
土
博
物
館
窓
口

か
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5

時
）
受
付
後
、
受
講
料
を
窓
口
へ
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
）
祝
日
の
翌
日

『
テ
ラ
コ
ッ
タ
制
作
』

テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土
を
使
い
、
初
心
者

か
ら
経
験
者
ま
で
対
象
と
し
た
首
像
の

制
作
講
座
で
す
。
骨
組
み
か
ら
粘
土
付

け
、
焼
成
ま
で
の
課
程
で
立
体
造
形
の

見
る
目
を
養
い
デ
ッ
サ
ン
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。

●
日
時　

6
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

7
月
１
日
、
8
日
、
15
日
、
29
日
の

各
火
曜
日　

午
後
7
時
～
9
時

●
講
師　

柳
沢　

廣
さ
ん

●
参
加
費　

５
０
０
０
円
【
粘
土
、
モ

デ
ル
代
込
み
】

●
定
員　

10
人

●
持
ち
物　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
筆
記

用
具
、
ふ
た
付
き
ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
シ

ュ
ロ
縄
な
ど

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
研
修

室
Ⅱ

『
手
軽
に
で
き
る
銅
版
画
入
門
』

簡
単
な
エ
ッ
チ
ン
グ
の
技
法
を
使

い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
Ｔ
シ

ャ
ツ
に
プ
リ
ン
ト
し
、
楽
し
み
ま
す
。

●
日
時　

6
月
8
日
、
29
日
、
7
月
13

日
、
27
日
の
各
日
曜
日　

午
前
9
時

～
正
午

●
講
師　

荻
久
保
春
雄
さ
ん

●
参
加
費　

４
０
０
０
円
【
銅
板
、
材

料
費
込
み
】

●
定
員　

10
人

●
持
ち
物　

綿
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
無
地
・
平

織
り
）、は
が
き
大
の
図
案
（
下
絵
）、

筆
記
用
具
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
ニ

ー
ド
ル
、
新
聞
紙
（
１
日
分
）、
ゴ

ミ
入
れ
、
ウ
エ
ス
【
ふ
き
取
り
用
布

（
綿
・
化
織
）】、
軍
手
、
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
研
修

室
Ⅰ

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座
展

前
年
度
の
研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座
で
制

作
さ
れ
た
、彫
塑
、絵
画
、銅
版
画
、子
ど

も
美
術
教
室
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
30
日
（
金
）
～
6
月
3

日（
火
）午
前
9
時
～
午
後
5
時（
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
入
場
料　

無
料

【
各
催
し
共
通
事
項
】

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

碌
山
公

園
研
成
ホ
ー
ル

・
講
師　

進
藤　

健
さ
ん
（
造
園
家
）

・
参
加
費　

無
料

・
申
し
込
み　

不
要

漆
塗
り
の
そ
ば
猪
口
を
金
で
飾
る
制

作
体
験
講
座
で
す
。
金
粉
や
金
箔
を
使

っ
て
、
自
分
だ
け
の
そ
ば
猪
口
を
制
作

し
ま
す
。
東
京
藝
術
大
学
で
漆
芸
を
研

究
す
る
若
い
作
家
ら
と
の
交
流
の
機
会

と
な
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

6
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時

～
4
時
30
分

●
場
所　

記
念
美
術
館　

主
屋

●
指
導　

東
京
藝
術
大
学
漆
芸
研
究
室

●
定
員　

10
人

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
作
業
着
、
筆
記

用
具

●
申
し
込
み　

5
月
27
日
（
火
）
～
6

月
15
日（
日
）

の
午
前
9
時

～
午
後
5
時

に
電
話
で
お

申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
休

館
日
を
除

く
）

東
京
藝
術
大
学
・
安
曇
野
市
中
学
生
吹

奏
楽
部
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

第
14
回
豊
科
近
代
美
術
館

バ
ラ
祭
り

安
曇
野
豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

金
で
飾
る
そ
ば
猪ち
ょ
こ口
講
座

参
加
者
募
集

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

縄
文
土
器
を
作
ろ
う
！
受
講
者
募
集

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

豊科郷土博物館講座　十
じっぺんしゃいっく

返舎一九『御
み の り ば な

法花』読書会貞享義民記念館の催し「古文書講座」　「義民を訪ねて受講者募集」
豊科郷土博物館　472・5672 672・7772貞享義民記念館　477・7550 677・7551

　江戸時代の作家・十返舎一九が安曇野を訪ねてから今年で 200 年。豊科郷土博物館では、『御法花』の読書会を
開催します。面白い挿絵を楽しみながら、『御法花』の物語を読んでみませんか。
●日時　第１回　6 月 8 日（日）、第 2 回　6 月 21 日（土）、第 3 回　7 月 13 日（日）

いずれも午後１時 30 分から２時間程度　※第 2 回は、報告会を開催します。　
●定員　30 人
●申し込み　5 月 24 日（土）～ 6 月 5 日（木）の間に豊科郷土博物館へ電話でお申込みください。（受付時間は午

前 9 時～午後 5 時。月曜日は休館日）
●持ち物　筆記用具等、テキストとして『安曇野文芸№ 29』を使用しますので、ご持参ください。（別途入館料が必要。

テキストを購入される人は博物館へお問い合わせください。）

講座　初めての古文書「古文書にみる貞享騒動」
貞享騒動の古文書を読み解くことを目標に、初めの

一歩を踏み出しませんか。
●日時　① 5 月 31 日（土）② 6 月 14 日（土）
　　　　③ 6 月 28 日（土）④ 7 月 12 日（土）
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
●講師　青木教司さん（元松本城管理事務所研究専門員）
●受講料　無料（実費：資料代）●持ち物　筆記用具
●申し込み　事前の申し込み不要。開講時刻までに来

館してください。2 回目以降から参加もできます。

義民を訪ねて⑬「甲斐国天保騒動」受講者募集
●日時　6 月 12 日（木）　午前 7 時 20 分集合、午後 6

時 30 分解散予定（貞享義民記念館ロビーへ集合）
●見学地　都留市、大月市内（ミュージアム都留等）
●講師　知念浩生さん（ミュージアム都留学芸員）、

木船　清さん（貞享義民記念館講座講師）
●定員　30 人　●参加費　1,700 円（昼食代を含む）
●持ち物　飲み物、雨具、資料など
●申し込み　6 月 1 日（日）までに電話かファクスで

お申し込みください。抽選の結果は、5 日（木）ま
でに申込者全員に連絡します。
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Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
支
所

穂
高
支
所

三
郷
支
所

堀
金
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
支
所

教
教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

ま
た
は
ハ
ガ
キ
）
が
、
児
童
手
当
の

証
明
書
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金　

4

月
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、

子
育
て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
を
減

ら
し
、
消
費
の
下
支
え
を
図
る
た

め
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

に「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。
詳
細
は
、
次
号
の

広
報
あ
づ
み
の
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発
達
等
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
が
成

長
に
合
わ
せ
た
継
続
的
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

に
は
、
発
達
の
経
過
や
乳
幼
児
健
診
の

記
録
、
医
療
の
情
報
、
保
育
園
・
幼
稚

園
や
小
中
学
校
の
履
歴
、
生
活
の
状
況

や
支
援
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
記
録

で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
記
録
と
し

て
、
ま
た
保
護
者
と
教
育
機
関
や
医
療

機
関
な
ど
の
支
援
者
が
子
ど
も
の
様
子

に
応
じ
た
配
慮
・
支
援
方
法
を
共
有
す

る
資
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
配
布
方
法　

子
ど
も
発
達
支
援
相
談

室
（ 

堀
金
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
配
布
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
人
は
、

同
相
談
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
配
布
対
象　

0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
で
希
望
す
る
人

四
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ

き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
）

ワ
ク
チ
ン
へ
の
切
り
替
え
に
伴
い
、
今

後
三
種
混
合
の
予
防
接
種
が
終
了
に
な

り
ま
す
。
平
成
24
年
8
月
以
前
に
生
ま

れ
た
7
歳
6
カ
月
未
満
の
人
は
、
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
完
了
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
母
子
手
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
場

合
は
、
早
め
に
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
毎
年

6
月
に
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
の
家
庭
に
は

6
月
11
日
に
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
最
寄
り
の

支
所
地
域
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

6
月
30
日
（
月
）

●
支
給
額　

所
得
制
限
額
未
満
の
人

・
0
歳
～
3
歳
未
満　

１
万
5
千
円

・
3
歳
～
小
学
校
修
了
前　

１
万
円　

（
第
3
子
以
降
は
１
万
5
千
円
）

・
中
学
生　

１
万
円

所
得
制
限
額
以
上
で
あ
る
人

・
0
歳
～
中
学
生　

5
千
円

●
支
給
日　

6
月
、
10
月
、
2
月
の
各

15
日
に
前
月
分
ま
で
の
4
カ
月
分
を

支
給
（
15
日
が
休
日
等
の
場
合
は
、

直
前
の
平
日
に
支
給
）

●
奨
学
金
を
申
請
す
る
人　

支
給
日
ご

ろ
に
発
送
す
る
支
払
通
知
書
（
Ａ
4

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
空
中
散
布

を
実
施
し
ま
す
。

●
散
布
場
所
お
よ
び
散
布
面
積　

豊
科

大
口
沢
地
区
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
豊
科

葬
祭
セ
ン
タ
ー
付
近
）

●
散
布
日
程　

6
月
19
日
（
木
）（
１

回
目
）　

7
月
18
日
（
金
）（
2
回
目
）

※
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
に
当
た
っ

て
は
、
長
野
県
防
除
実
施
基
準
に
基

づ
き
、
人
畜
、
農
作
物
、
周
辺
環
境

に
対
す
る
安
全
を
確
保
し
、
計
画
の

と
お
り
細
心
の
注
意
を
払
い
散
布
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
天
候
不
順
等
で
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
豊
科
大

口
沢
地
区
に
隣
接
す
る
松
本
市
四
賀

地
区
で
も
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
薬

剤
を
散
布
し
ま
す
。

市
議
会
6
月
定
例
会
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。
本
会
議
や
委
員
会
な
ど

は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。ま
た
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
の

模
様
を
ラ
イ
ブ
中
継
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

6
月
2
日（
月
）～
26
日（
木
）

（
予
定
）

●
開
会
時
間　

午
前
10
時

●
場
所　

堀
金
支
所　

3
階

不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
建
築
や
農

地
な
ど
役
所
の
仕
事
や
、
法
律
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
混
雑
状

況
に
よ
り
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

5
月
26
日（
月
）　

午
前
10
時

～
午
後
3
時
（
受
付
は
午
後
2
時
30

分
ま
で
）

●
場
所　

井
上
百
貨
店
（
松
本
市
深
志

2
︲
3
︲
1
）
本
館
7
階
大
ホ
ー
ル

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

地
上
散
布
用
の
松
く
い
虫
防
除
薬
剤

を
配
布

市
内
の
松
く
い
虫
被
害
は
、
森
林
以

外
の
庭
木
や
神
社
林
等
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
松
く
い
虫
被
害
の
ま
ん
延
を

防
ぐ
た
め
、
松
く
い
虫
被
害
防
除
剤
を

散
布
す
る
人
に
薬
剤
を
配
布
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

で
、
市
内
に
所
有
す
る
松
を
松
く
い

虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
自
ら
薬
剤
を

散
布
す
る
人

※
申
請
書
の
提
出
等
手
続
き
が
必
要
で

す
。事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
空
中
散
布

明
科
潮
沢
地
区
岩
州
公
園
で
、
松
林

を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
有
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
空
中
散
布

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
調
査
中

の
た
め
、
散
布
が
確
定
し
ま
し
た
ら
防

災
行
政
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
空
中
散
布

豊
科
大
口
沢
地
区
の
松
林
で
、
無
人

て

育

子児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

問
健
子
ど
も
支
援
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 
81
・
０
７
０
３
）

松
く
い
虫
防
除
対
策

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

１
日
合
同
行
政
相
談
所

問
総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務
所

（

０
２
６
・
２
３
５
・
５
５
６
６
）

市
議
会
6
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

子
育
て
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
を
希
望
者
に
配
布

問
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室

（

71
・
３
０
１
０ 

73
・
５
７
７
５
）

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
終
え
て
い
な
い
皆
さ
ん
へ

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

務

林

会

議

談

相
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●
受
付
期
間　

5
月
26
日
（
月
）
～
6

月
9
日
（
月
）（
持
参
の
場
合
は
、

平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
職
員
課
ま
で
持
参
す
る

か
特
定
記
録
郵
便
な
ど
確
実
な
方
法

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
着
）

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
︲
46

安
曇
野
市
役
所
職
員
課

市
で
は
、
図
書
館
の
運
営
に
関
し
、

館
長
の
諮
問
に
応
え
る
と
と
も
に
、
図

書
館
の
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
館
長
に
意

見
を
述
べ
る
機
関
と
し
て
「
安
曇
野
市

図
書
館
協
議
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
教
育
委
員
会
が
任
命

す
る
15
人
以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
関
係
者
や
家

庭
教
育
の
向
上
に
関
わ
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

5
人

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
、
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
年
3
回
程
度
、
平
日
に
開
催
さ

れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま

す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務
員

お
よ
び
地
方
公
務
員
③
市
の
付
属
機

関
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
④
市
税
の

滞
納
が
あ
る
人

●
任
期　

平
成
26
年
7
月
１
日
～
平
成

28
年
6
月
30
日

●
申
込
期
限　

6
月
13
日
（
金
）
必
着

●
応
募
方
法　

①
委
員
応
募
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※

申
込
書
は
市
図
書
館
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

②
次
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
小
論
文
（
８

０
０
字
程
度
。
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
公
共
図

書
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
な
お
、

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

申
込
書
に
よ
る
書
類
選

考
お
よ
び
小
論
文
の
内
容
選
考
（
結

果
は
後
日
通
知
し
ま
す
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３
安
曇
野
市
穂

高
６
７
６
５
番
地
2　

穂
高
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
内
中
央
図
書
館

図
書
館
交
流
課 

平
成
27
年
4
月
採
用
の
市
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
程
お
よ
び
試
験
内
容　

１
次
試
験 

6
月
22
日
（
日
）
教
養
試
験
お
よ
び

専
門
試
験
、
2
次
試
験 

7
月
下
旬 

面
接
試
験
、
小
論
文
試
験
お
よ
び
適

性
検
査
、
3
次
試
験 

8
月
下
旬 

理

事
者
面
接
試
験

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

市
役
所

本
庁
舎
職
員
課
お
よ
び
各
支
所
地
域

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

１
４
０
円
切
手
を
同
封
の
上
、
職
員

課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
土
・
日
曜
日
も
受
付
可
）。
試
験
案

内
な
ど
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た
角
2

の
返
信
用
封
筒
に
１
４
０
円
切
手
を

張
り
付
け
同
封
の
上
、
赤
字
で
「
試

験
案
内
希
望
」
と
明
記
し
て
左
記
ま

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
請
求
先　

〒
３
９
０
︲
１
４
０
１　

松
本
市
波
田
４
４
１
７
番
地
１

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

地
元
に
住
ん
で
い
て
知
っ
て
は
い
る

け
れ
ど
も
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
場
所
の

魅
力
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

の
歴
史
風
土
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

6
月
18
日
（
水
）
午
前
9
時

～
午
後
4
時
30
分　

※
雨
天
決
行

●
集
合
・
解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
松
本
駅
ア

ル
プ
ス
口

●
内
容　

松
本
城
を
は
じ
め
と
す
る
城

下
町
の
街
並
み
や
湧
水
群
を
め
ぐ

り
、
特
産
の
信
州
味
噌
の
味
噌
蔵
や

松
本
市
内
各
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

●
対
象　

松
本
地
域
（
松
本
市
、
塩
尻

市
、
安
曇
野
市
、
東
筑
摩
郡
）
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん

●
定
員　

80
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
抽
選
結
果
は
6
月
10
日

（
火
）
に
通
知
発
送
予
定
）

●
費
用　

１
人
２
０
０
０
円（
昼
食
代
、

施
設
入
館
料
な
ど
）

●
申
し
込
み　

6
月
4
日
（
水
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

●
送
付
先　

〒
３
９
０
‐
１
４
０
１

松
本
市
波
田
４
４
１
７
‐
１　

松
本

広
域
連
合
「
ふ
る
さ
と
探
訪
係
」

※
家
族
・
友
人
等
の
場
合
は
、
同
一
は

が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、
安
曇
野
の
家
庭
に
伝
わ

る
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
郷
土
の
行
事
食
の
作
り

方
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

6
月
22
日
（
日
）

▽
午
前
の
部　

9
時
～

▽
午
後
の
部　

１
時
～

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
東
）

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
参
加
費　

材
料
代
５
０
０
円
程
度

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
等

●
申
し
込
み　

6
月
2
日
（
月
）
か
ら

農
政
課
窓
口
か
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
、
女
性
農
業
者
を
対
象
に
農
業
と
暮

ら
し
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
技
術
を
習

得
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間　

6
月
～
平
成
28
年
2
月

●
場
所　

三
郷
公
民
館
ほ
か

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
40
歳
以
下
の

女
性
農
業
者

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

●
受
講
料　

無
料（
材
料
費
等
は
実
費
）

●
申
し
込
み　

6
月
5
日
（
木
）
ま
で

に
、
県
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー（
40
・
１
８
８
９
）へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

平
成
27
年
4
月
に
採
用
予
定
の
松
本

広
域
連
合
消
防
職
員
（
上
級
）
の
採
用

資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
日
程　

第
１
次
試
験
6
月
22
日（
日
）

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

●
場
所　

教
養
試
験
：
松
本
市
波
田
公

民
館　

体
力
試
験
：
松
本
市
波
田
体

育
館

●
試
験
案
内
・
試
験
申
込
書　

松
本
広

域
連
合
事
務
局
、
消
防
局
・
各
消
防

署
・
松
本
広
域
連
合
関
係
8
市
村
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み　

6
月
4
日
（
水
）
か
ら

8
日
（
日
）
ま
で
の
間
に
、
松
本
広

域
連
合
事
務
局
に
本
人
が
直
接
、
試

験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

集

募安
曇
野
市
役
所
職
員
の
募
集

問
本
職
員
課
職
員
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験（
上
級
）

問
松
本
広
域
連
合
事
務
局

（

87
・
５
４
６
０ 

87
・
５
４
６
２
）

第
39
回
ふ
る
さ
と
探
訪

参
加
者
募
集

問
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

松
本
広
域
連
合
事
務
局
福
祉
・
地
域
課

ふ
る
さ
と
担
当（

87
・
５
４
６
１
）

市
図
書
館
協
議
会
委
員
の
募
集

問
図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

（

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６
）

試験の
種　類

試験
区分

採用予定
人員 受験資格

上
級
（
大
学
卒
業
程
度
）

行政 若干名
昭和 59 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1
日までに生まれた人で、大学卒業程度の学
力を有する人

土木 3人程度
昭和 59 年 4 月 2 日から平成５年 4 月 1
日までに生まれた人で、大学卒業程度の学
力を有し、土木の専門課程を卒業または平
成 27年 3月 31日までに卒業見込みの人

保健師 1人程度
昭和 59 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、
保健師の資格を有する人（平成 27年春の
国家試験で当該免許を取得する見込みの人
を含む）

●募集内容

●募集内容

七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
講
習
会

問
三
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の

募
集問

三
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

試験の
種類

試験
区分

採用
人員
（予定）

受験資格

上級 消防 若干名

昭和 61年
４月２日か
ら平成５年
４月１日ま
でに生まれ
た人で、大
学卒業程度
の学力を有
する人
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千曲川河川事務所公式フェイスブックページ守ろう！電波のルール
国土交通省千曲川河川事務所では、千曲川・犀川

の洪水時のはん濫に関する情報など災害情報をいち
早く住民の皆さんにお届けできるよう「国土交通省
千曲川河川事務所公式フェイスブックページ」を 4
月 1 日から開設しました。以下のアドレスを入力も
しくはホームページ（uhttp://www.hrr.mlit.go.jp/
chikuma/）上のバナーまたはリンクをクリックし
アクセスできます。uhttps://www.facebook.com/
chikumagawa
問千曲川河川事務所　調査課　（4026・227・9434）

6 月 1 日から 10 日は、電波利用環境保護周知啓発
強化期間です。私たちみんなの財産である電波の良
好な利用環境を守るため、不法無線局をなくし、電
波を正しく使いましょう。電波に関することは、信
越総合通信局まで気軽にご相談ください。
問信越総合通信局
「無線設備への混信・妨害及び違法な無線設備の情
報に関すること」監視調査課（4026・234・9976）

「テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること」
受信障害対策官（4026・234・9991）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

※
第
8
回
の
み
、
市
外
レ
ジ
ャ
ー
施
設

●
参
加
料　

約
５
０
０
０
円

（
活
動
量
計
購
入
、
保
険
料
等
含
む
。

市
外
レ
ジ
ャ
ー
施
設
運
動
講
座
受
講

料
は
別
途
負
担
）

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
新
規
の
人

を
優
先
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

5
月
26
日
（
月
）
～
6

月
3
日
（
火
）（
土
日
は
除
く
）
の

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
の
間

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。希
望
者
は
内
容
を
お
確
か
め
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

○
田
沢
団
地
（
豊
科
田
沢
）

１
戸
【
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

○
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】
（
身
体
障
害
者
世
帯

用
、
身
障
者
手
帳
１
～
4
級
を
お
持

ち
の
人
が
い
る
世
帯
が
対
象
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

8
月
１
日
（
金
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人　
（
1
）
同
居
親
族
が

あ
る
。（
2
）
住
宅
に
困
っ
て
い
る
。

（
3
）
所
得
額
が
一
定
額
以
下
で
あ

る
。（
4
）
申
込
者
お
よ
び
同
居
者

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

●
募
集
の
ご
案
内　

5
月
21
日（
水
）か

ら
「
入
居
申
込
書
」
と
「
入
居
申
込

案
内
」
を
建
築
住
宅
課
・
住
宅
係
で

配
布
し
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
、
各
支
所
に
も
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
）

●
受
付
期
間　

6
月
10
日
（
火
）
～
18

日
（
水
）（
土
日
除
く
）
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
、
受
付
期
間
内
に

添
付
書
類
を
添
え
て
、
建
築
住
宅
課

住
宅
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
申
込
書
等
を
郵
送
で
提
出
す
る

場
合
は
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
各
支
所
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

市
で
は
、
新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

１
棟　

三
郷
小
倉
１
３

３
０
番
地
3　

東
小
倉
Ｂ
棟　

１
階

建　

床
面
積
57
㎡（
バ
ス・
ト
イ
レ
付
）

●
家
賃　

月
額
１
万
5
千
円

●
入
居
期
間　

原
則
5
年
間

●
入
居
資
格　

市
内
で
就
農
し
て
5
年

以
内
の
農
業
者
、
ま
た
は
、
3
年
以

内
に
市
内
で
就
農
す
る
こ
と
が
確
実

な
農
業
研
修
者
。
営
農
計
画
書
等
に

よ
る
審
査
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

5
月
26
日
（
月
）
か
ら

6
月
6
日
（
金
）
の
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で（
土
日
を
除
く
）

に
、
農
政
課
集
落
支
援
担
当
へ
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

松
本
大
学
の
根
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
生

徒
た
ち
に
よ
る
体
操
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
活
動
量
測
定
や
体
力
測
定
、
市
外

レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
の
運
動
講
座
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
主
に
65
歳
～

74
歳
で
、
続
け
て
15
分
程
度
の
歩
行

が
で
き
る
人
（
関
節
疾
患
の
あ
る
人

は
要
相
談
。
運
動
制
限
が
あ
る
場
合

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

●
内
容　

根
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
生
徒
た

ち
に
よ
る
運
動
指
導
と
ミ
ニ
講
座
、

体
力
測
定
、介
護
予
防
の
ミ
ニ
講
座
、

市
外
レ
ジ
ャ
ー
施
設
運
動
講
座
ほ
か

●
時
間　

第
1
回
、
第
2
回
、
第
11
回

は
、
午
前
9
時
～
11
時
30
分
、

第
8
回
は
別
途
連
絡
、
こ
れ
以
外
は

市
農
業
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
変

更
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
か
ら
市
農
業
技
術
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
は
次
の
3
人
の
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
直

接
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ア
ド
バ
イ
ス
料
金
は
掛
か
り
ま

せ
ん
。
電
話
に
よ
る
指
導
が
基
本
で

す
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
判
断
に
よ

り
、
現
地
指
導
を
行
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
受
付
時
間
や
休
日
の
定
め
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
帯
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

健
康
な
口
で
お
い
し
く
食
べ
、
楽
し

く
会
話
す
る
こ
と
は
、
各
世
代
に
共
通

す
る
元
気
の
源
で
す
。

口
や
歯
を
健
康
に
保
つ
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
は
、「
歯
垢
を
落
と
す
歯
み
が
き
」

「
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
」「
定
期
的
な

歯
科
受
診
」「
口
の
体
操
」
な
ど
で
す
。

こ
の
機
会
に
ご
家
族
皆
さ
ん
で
、
歯

や
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
栽
培
研
修

講
座
を
開
設
し
ま
す
。
本
講
座
は
、
化

学
肥
料
お
よ
び
化
学
合
成
農
薬
の
低
減

技
術
な
ど
の
習
得
を
通
じ
て
、
環
境
に

配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
の
実
践
者

の
育
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
奮
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

市
内
で
在
住
の
農
業
者

で
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
技
術
の

習
得
に
意
欲
が
あ
り
、
農
作
物
を
出

荷
・
販
売
し
て
い
る
農
家

●
講
座
内
容　

講
座
は
6
月
か
ら
2
月

ま
で
の
間
に
4
回
程
度
を
予
定

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み
期
間　

5
月
21
日
～
6
月

13
日

●
申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
づ
み
の
ピ
ン
キ
ラ
体
操
教

室
の
参
加
者
募
集

問
健
介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
３
２ 

81
・
０
７
０
３
）

環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
栽
培

研
修
講
座
受
講
者
募
集

問
三
農
政
課
生
産
振
興
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

6
月
4
日
～
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

●開催日程

回 期　日

第 1回 6月 11日（水）

第 2回 6月 25日（水）

第 3回 7月 9日（水）

第 4回 7月 23日（水）

第 5回 8月 6日（水）

第 6回 8月 20日（水）

第 7回 9月 10日（水）

第 8回 9月 26日（金）

第 9回 10月 8日（水）

第 10回 10月 22日（水）

第 11回 11月 12日（水）

第 12回 11月 26日（水）

居

住市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居
者
募
集

問
三
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

業

農

平
成
25
年
度
は
１
０
５
０
件
の
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
農
業

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
、
農
家
・

非
農
家
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
在
住
な

ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山本幹雄さん
（豊科地域在住）
4080-8810-0039

山田清二さん
（堀金地域在住）
4080-8810-0038

平林隆之さん
（穂高地域在住）
4080-8810-0037

康

健
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緑の募金運動（家庭募金）にご協力を！公園はマナーを守って快適に

市では、（公財）長野県緑の基金が実施する「緑の募金運動」に
合わせて、6 月から 7 月にかけて平成 26 年度緑の募金運動（家庭
募金）を行います。

皆さんから寄せられた募金は「学校・公園等公共施設の緑化」「み
どりの少年団の育成」「苗木、緑化木の配布」「森林整備活動への支
援」などに使われます。木々の呼吸は地球温暖化を防ぎ、緑は人々
の心を癒やします。この貴重な財産を次の世代に引き継ぐため、趣
旨に賛同いただき、「緑の募金」にご協力をお願いします。
問三耕地林務課林務担当（477・3111 ㈹ 677・6060）

公園は市民みんなが集う憩いの場
所です。ゴミやタバコの吸殻、ペッ
トのふんなどは持ち帰るようにし、
ルールとマナーを守り快適に楽しく
利用しましょう。

問豊都市計画課公園緑地係
（472・3111 ㈹ 672・3569）

今
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
住
宅
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
で
す

か
？
平
成
26
年
3
月
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
は
全
国
で
79
・
8
％
、

長
野
県
で
は
76
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
松
本
広
域
消
防
局
管
内
で
は

81
・
3
％
と
全
国
、県
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
す
が
、市
で
は
、68
・
0
％

と
、ま
だ
低
い
設
置
状
況
で
す
。住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
火

災
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
が
数
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
火
災
は
皆
さ
ん
の
尊
い
命

や
財
産
を
奪
い
ま
す
。
設
置
さ
れ
て
い

な
い
お
宅
は
、
早
急
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
取
り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

場
所　

寝
室
・
階
段

●
取
り
付
け
を
お
す
す
め
す
る
場
所

台
所
・
全
て
の
居
室

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

防

消も
う
付
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用

火
災
警
報
器

問
豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、６
月６日から 12 月５日までの
間に運転免許を更新する人を
対象に特定任意講習会を開催
します。この講習を受けると、
更新時の講習は免除されます。

日６月５日（木）
受付 18：30～ 19：00
講習 19：00～ 21：00

場穂高支所　大会議室

料 1,500 円
おつりのない
よう協力願い
ます。

申運転免許証・筆記用具を
持参してください。
70 歳以上の人・更新時に
70 歳になる人は、別講習
が必要なため受講できま
せん。優良運転者は受講
する必要はありません。

問安曇野交通安全協会
　472・2263

第 35 回富士山・
青少年国際交流
キャンプ
参加者募集

日本人青少年と在日外国人青
少年が互いに友情を深め、国
際感覚を身につけることを目
的とした国際交流キャンプが
開催されます。
富士登山、テント設営・生活
体験、野外炊飯などを行いま
す。

日７月 30 日（水）～８
月３日（日）

場山梨県立本栖湖青少年
スポーツセンター

定日本人 80 人　外国人
20人

対小学３年生～中学３年
生

料小中学生共通
45,000 円
（予定）、旅費

申 7 月 4 日（金）までに公
益財団法人　国際青少年
研修協会（403・6417・
9721）へお申し込みくだ
さい。

女性・子ども人権相談専用電話６月１日（日）は市内一斉清掃の日

女性や子どもの人権問題について気軽にご相談く
ださい。相談は無料です。
●みんなの人権 110 番　40570・003・110
●子どもの人権 110 番　40120・007・110
●女性の人権ホットライン　40570・070・810
●長野地方法務局人権擁護課　4026・235・6634
●長野地方法務局松本支局　40263・32・2571

市では、5 月 30 日を「ゴミゼロ」の日と定め、こ
の日に近い日曜日に市内一斉清掃を行っています。
本年は 6 月１日（日）が市内一斉清掃の日です。ご
み拾いは誰にでもできる身近なボランティアです。
ご自身の身近な自治会、企業、ボランティア団体な
どの清掃活動に積極的に参加しましょう。

問穂廃棄物対策課（482・3131 ㈹ 682・6622）

環境イベント情報
安曇野の水辺体験開催

安曇野の水辺に慣れ親しみ、水辺環境の大
切さを身近なものとして水辺の大切さを体験
いただきます。
●内容　
・国営アルプスあづみの公園内の安曇野の水

路の歴史をたどる解説ポイントを講師が解
説

・長野県烏川渓谷緑地での水中生物の観察と
園内レクチャールームにおける剥

はくせい

製、標本
等の見学と解説

●日時　6 月 7 日（土）
午前 9 時 30 分～正午（少雨決行）

●募集人員　30 人（先着順）
●参加費　無料
●集合場所　国営アルプスあづみの公園中央口

問い合わせ
穂高支所内環境課環境政策係
482・3131 ㈹ 682・6622

第 1 回安曇野の自然まるわかり
観察会開催

　安曇野の豊かな自然環境を対象とした観察会
や学習講座に参加して、地元のすばらしい自然
にふれてみませんか。
●内容　「身近な里山で春の生きもの」をテー

マに三郷地域の黒沢洞合自然公園を中心に自
然観察会を行います。

　　公園内の池のまわりの水辺で水生生物、水
辺植物などの観察、林道沿いの雑木林の観察、
黒沢川と法面草地、畑地水田の生きもの観察
を予定しています。

●日時　6 月 21 日（土）午前 9 時 30 分～正午（少
雨決行）

●募集人員　30 人（先着順）
●参加費　無料
※詳細は後日連絡します。
●申し込み　5 月 26 日（月）から電話でお申

し込みください。（午前 8 時 30 分～午後 5 時）

【両イベント共通】
●申し込み　5 月 26 日（月）から電話でお申

し込みください。（午前 8 時 30 分～午後 5 時）

交通安全情報
交通事故相談所の利用を　問長野県交通事故相談所　（4026・235・7175）

長野県では、専門スタッフが交通事故の相談を行います。交通事故のことでお困りの人は、どな
たでも気軽に相談ください。交通事故に関する相談は、どのような内容でも受け付けています。相
談内容や個人情報は固く守られます。
●相談日　月曜日～金曜日（土・日・祝祭日を除く）　●時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
●場所　松本相談所（県松本合同庁舎 2 階）447・7800 ㈹
※これ以外に地方事務所においても巡回相談を行っています。
※電話での相談も受け付けます。
※相談員が不在の日や予約の相談でお待たせする場合があります。面接相談を希望する人は、電話

で予約をお願いします。
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皆
さ
ん
は
、「
受
動
喫
煙
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

受
動
喫
煙
は
、
自
分
の
意
思
と
は
関

係
な
く
周
囲
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
い
込

む
こ
と
を
い
い
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
の
健
康
に
も
影
響
を
し
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
吸
い

込
む
「
主
流
煙
」、
火
が
つ
い
て
い
る

た
ば
こ
の
先
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
「
副
流

煙
」、
喫
煙
者
の
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ

る
「
呼
出
煙
」
の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

市
食
育
推
進
計
画
（
第
2
次
）
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
持
ち
、「
何
を
」「
ど
う

食
べ
る
の
か
」
と
い
っ
た
健
全
な
食
の

あ
り
方
を
学
び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
で
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
で
よ
り
多
く
の
人
が
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
、

健
康
増
進
に
向
け
た
料
理
、
食
の
知
識

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

主
流
煙
よ
り
も
副
流
煙
に
含
ま
れ
る

多
く
の
有
害
物
質

主
流
煙
は
、
た
ば
こ
の
先
端
を
酸
素

が
通
る
た
め
温
度
は
約
９
０
０
度
に
上

昇
し
ま
す
。
し
か
し
、
副
流
煙
は
６
０

０
度
前
後
の
低
い
温
度
の
ま
ま
で
排
出

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
た
ば
こ
か
ら

出
る
有
害
物
質
が
熱
で
分
解
さ
れ
ず
、

単
位
重
量
当
た
り
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
の
量
は
主
流
煙
よ
り
も
副
流
煙
の
方

が
数
倍
か
ら
数
十
倍
高
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
が
与
え
る

妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響

た
ば
こ
か
ら
出
る
有
害
物
質
は
、
流

産
や
早
産
、
赤
ち
ゃ
ん
の
低
体
重
化
の

原
因
の
ほ
か
に
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
に
も
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
発
達
途
中
の
子
ど
も
た
ち
は

大
人
よ
り
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
可
能

今
回
は
、
市
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ

る
「
糖
尿
病
予
防
の
食
事
」
の
講
習
会

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

安
曇
野
市
は
、
血
糖
値
の
指
標
と
な

るH
bA

1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ

ン
シ
ー
）
の
値
で
正
常
高
値
か
ら
糖
尿

病
予
備
群
と
判
定
さ
れ
る
人
が
他
市
町

村
に
比
べ
て
多
い
状
況
で
す
。そ
こ
で
、

野
菜
が
多
く
取
れ
、
自
然
の
味
を
生
か

し
て
甘
味
を
控
え
る
料
理
や
、
１
日
の

果
物
の
適
量
な
ど
を
講
習
し
ま
し
た
。

受
講
１
カ
月
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
人
が
受
講
前
よ
り

健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
と
レ
シ

ピ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
健
康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

性
が
あ
り
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
り
子

ど
も
の
中
耳
炎
、
気
管
支
炎
、
肺
の
機

能
の
低
下
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
脳
へ
の
働
き
に
も
影
響
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
は
隙
間
か
ら
室
内
に
流
入

ベ
ラ
ン
ダ
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
て

も
サ
ッ
シ
と
レ
ー
ル
の
隙
間
か
ら
煙
は

室
内
に
流
入
し
ま
す
。室
内
の
壁
や
床
、

家
具
や
カ
ー
テ
ン
に
し
み
込
ん
だ
り
付

着
し
た
り
し
た
た
ば
こ
の
有
害
物
質
の

こ
と
を
「
残
留
た
ば
こ
成
分
」
と
い
い

ま
す
。
残
留
し
た
有
害
物
質
は
、
家
具

や
カ
ー
テ
ン
を
触
る
こ
と
で
体
の
中
に

入
り
込
む
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

5
月
31
日（
土
）～
6
月
6
日（
金
）は

禁
煙
週
間

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
他
の
人

が
吸
う
た
ば
こ
の
煙
で
健
康
を
損
な
う

こ
と
は
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
禁
煙
デ
ー
か
ら
始
ま
る
１
週
間

を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
あ
な
た
も
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

禁
煙
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
の
診

療
科
を
「
禁
煙
外
来
」
と
い
い
ま
す
。

禁
煙
外
来
で
は
、
禁
煙
指
導
や
禁
煙
補

助
薬
の
処
方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
禁
煙
外
来
の

あ
る
医
療
機
関
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
72
・
９
９
７
０

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー
81
・
０
７
１
１

三
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
77
・
９
１
１
１

堀
金
保
健
セ
ン
タ
ー
73
・
５
７
７
０

明
科
保
健
セ
ン
タ
ー
81
・
２
２
５
１

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
紹
介

市食生活改善推進協議会

会長　帯
おびなた

刀睦
むつ

民
み

さん
（穂高）

今
月 の

レ
シ ピ

材料（4人分）
グリーンアスパラガス　2束
　　マヨネーズ　大さじ 3、ケチャップ　大さじ 1
　　レモン汁　小さじ 1/2、牛乳　小さじ 2

作り方
①鍋に湯を沸かし、塩少々を加えて、アスパラガスを色
よく茹でる。

②ａを混ぜ合わせ、ソースを作る。
③①に②をつけて、お召し上がりください。

紹介者
農村生活マイスター

浅川 みち子さん
（堀金烏川）

グリーンアスパラガスのサラダ

アスパラガスは、茎が太くてつやがあり、穂がしまって
いるものが新鮮です。新鮮なアスパラガスは甘味があって、
栄養的にはビタミンが豊富で美容に良いといわれています。
直売所では、新鮮なアスパラガスを購入できます。茹でて
ゴマみそ和えや肉巻き、フライなど、いろいろな料理に使
えます。

ハウス栽培のレタスもおいしい時期です。レタスはサラ
ダにしたり、煮たりしてもシャキシャキとした歯触りが残っ
ておいしいですよ。

―
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
―

115 136
68

101
33

4542 23
57

13
5 3 4 3

0%
20%
40%
60%
80%
100%

食
事
は
野
菜
か
ら

食
べ
始
め
る
よ
う

に
し
た

果
物
は
1
日
80
㌔
㌍

に
し
た

受
講
前
よ
り
砂
糖
の

使
い
方
が
減
っ
た

受
講
前
よ
り
間
食
の

量
が
減
っ
た

■はい　　■受講前から　　■いいえ　　■未記入

糖尿病予防の食事　受講後のアンケート
（グラフ１）

　�
ａ�
　�

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

―
受
動
喫
煙
が
及
ぼ
す

　
　

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
―

呼
出
煙
→

副
流
煙
→

主流煙→

胎盤内へ血液を送る血管

フィルター

お母さん
の血液

赤ちゃんの血液

へその緒

羊水

胎盤

お母さんは、胎盤を通して
赤ちゃんに酸素や栄養を送
ります。胎盤にはフィル
ターがあり、有害なものは
入らないようにしますが、
ニコチンはフィルターを通
り抜けてしまいます。ニコ
チンは血管を縮めてしまう
ので赤ちゃんに十分な栄養
が届きづらくなります。
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6月 (June)の予定

11日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のホームページにアクセスを。
　http://usc.or.jp

20日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

6 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談
12日（木）	（予約日：5日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
26日（木）	（予約日：19日（木））
場穂高支所　大会議室
時いずれも13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約

平日　時 8：30～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

6 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

6 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9 つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 29日（日）
古 川 整 形 外 科
82-8880［穂高］

塔 の 原 内 川 医 院
81-2121［明科］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

た か は し ク リ ニ ッ ク
77-7880［三郷］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

こ う の 内 科 循 環 器 科
71-5881［豊科］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

松 本 歯 科 医 院
82-8205［穂高］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

飯 島 歯 科 医 院
82-0306［穂高］

内 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク
71-4711［堀金］

赤 羽 歯 科 医 院
77-2114［三郷］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日
場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00
毎週月～金曜日
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

19日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

27日（金）場明科公民館
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 

９日（月）・★23日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
10日（火）・★24日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
11日（水）・★25日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
12日（木）・★26日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
13日（金）・★27日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

	３・17日（火）	 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
	５・19日（木）	 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	10・24日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
	 11日（水）	 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
	12・26日（木）	 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

2日（月）・5日（木）・9日（月）・16日（月）・23日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

12・19・26日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

6日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

4・11・18・25日（水）　※4・18日は家族会　場豊科公民館和室
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

	 豊科地区 3 館合同	 14日（土）	 10：00～ 12：30	 じどうかんまつり	
	 200円 　★ 9：45～受付開始　10：00～オープニングセレモニー後開店

	 チケット（200円）でゲーム、工作、食べ物コーナーが楽しめます。

	読み聞かせ	 16 日（月）	 11：00～
	キッズパーク ピクニック	 17・18・19 日	 10：30～ 11：30

	 登録制（未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。）
	 ★対象年齢：17 日（火）は２歳児対象、18 日（水）は１歳児対象、19 日（木）
	 は０歳児対象

	みんなあつまれ	 27日（金）	 10：30～ 11：30	 七夕まんじゅう
	 要予約 100円  定員：15 組　★親子で七夕まんじゅうを作って、季節を
	 味わいましょう。　持ち物：飲み物・エプロン・三角巾

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ （おはなしムーンさん）	 ９日（月）	 11：00～ 11：20
	キッズパーク2 歳以上 リズム遊び	 17日（火）	 10：30～ 11：30

	 登録制（未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。）

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

	 さわやかコンサート	 ７日（土）	 14：20～	 ★美しい歌声と演奏を聴きましょう。

	 豊科地区 3 館合同	
14日（土）	 10：00～ 12：30	 じどうかんまつり	

	 ★豊科中央児童館に記載

	キッズ提供おやつ作り	 17・18・19日	 10：30～ 11：30
	 100円 　登録制（未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。）
	 持ち物：エプロン・三角巾・飲み物　★対象年齢：17 日（火）は２歳児対象、
	 18 日（水）は１歳児対象、19 日（木）は０歳児対象

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 19 日（木）	 11：00～ 11：20
	 チャレンジ クレープ作り	 21日（土）	 10：00～ 12：00
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：20 人　持ち物：エプロン・三角巾・
	 飲み物　★手作りクレープが簡単に作れます !!

	読み聞かせ （ころぼっくるさん）	26 日（木）	 11：00～ 11：20

TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 6・13・20・27日（金）	 11：00～ 11：20
	 第1・4週はおはなしどりぃむさん 　第2・3週は坂井節子さん
	 ★どんなお話がきけるかな？

	 チャレンジタイム	 21日（土）	 10：00～ 12：00	 ストライクアウト大会
	 対象：小学生　定員：10 人　持ち物：飲み物　★ストライクアウトや的あ		
	 てゲームをして楽しもう！

	子育て勉強会	 25日（水）	 10：30～ 12：00	 心肺蘇生法と応急処置について
	 要申込 　定員：30 人　★乳幼児の心肺蘇生法や日常起こりうる止血などの
	 対処の仕方を、こども病院看護師さんよりお話いただきます。

	 お年寄りの知恵袋	 28日（土）	 10：30～ 12：00	 七夕まんじゅうづくり
	 要予約 100円  対象：乳幼児親子、小学生　持ち物：エプロン・三角巾・飲
	 み物　★伝統的な七夕まんじゅうを作って食べましょう。

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ	 3日（火）	 11：00～ 11：20	 ★楽しいお話いっぱいです。

	 児童館まつり	 7日（土）	 10：00～ 12：30
	 200円 　★ゲーム遊びのコーナー・工作コーナー・食べ物コーナーなど各
	 種出店。ご家族みんなで是非お越し下さい。

	 チャレンジタイム	 7日（土）	 10：00～ 12：30	 お祭りを盛り上げよう
	 要予約 　対象：小学生　★児童館祭りのワンコーナーを運営してお祭りを
	 盛	り上げてみよう。大勢の小学生の申し込みをお待ちしています。

	読み聞かせ（スマイルさん）	 20日（金）	 11：00～ 11：30
	 ★楽しいパネルシアターなどいっぱいです。

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ （おはなしどりぃむさん）	 9日（月）	11：20～ 11：40
	キッズパークピクニック	 10・11・12 日	10：30～ 11：30

	 登録制（未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。）　持ち物：帽
	 子、水筒　★対象年齢：10 日（火）は２歳児対象、11 日（水）は１歳児		
	 対象、12 日（木）は０歳児対象　

	 チャレンジタイム飴作り	 14日（土）	10：00～ 11：30
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：20 組
	 ★べっこう飴ときな粉飴を作ろう！

	子育て勉強会	 30日（月）	10：00～ 11：00	 救急救命法を学ぼう
	 ★消防士さんからお話を聞きます。

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

	ふれあい農園 サツマイモの植え付け	 6日（金）	 10：00～ 11：00
	 要申込  定員：10組　持ち物：汚れてもよい服装

	 子育て勉強会	 10日（火）	 10：30～ 11：30	 歯の話。「たべる」を考える
	 　講師：丸山安基子さん　 要申込 　定員：20 人　★託児あり

	キッズパーク おやつ作り	 24・25・26 日	 10：30～ 11：30
	 登録制（未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。）　★対象年齢：
	 24日（火）は２歳児対象、25日（水）は１歳児対象、26日（木）は０歳児対象

	ふれあい農園 野菜の収穫	 27日（金）	 10：00～ 11：00
	 要申込 　定員：10組　持ち物：汚れてもよい服装

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ（おはなしどりぃむさん）	 18日（水）	 11：00～ 11：20
	 みんなあつまれ	

24日（火）	 10：30～ 11：30	 ビクトリア調たまごのポプリ作り
	 （チームなでしこさん）
	 要予約  定員：30 人　★かわいくて簡単、たまごの殻でポプリを作ろう♪

	 キッズリユース	 27日（金）	 10：30～ 11：15
	 ★出品者は申し込みが必要です。出品者は 10：00 までにお越しください

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

	チャレンジタイム 	 12 日（木）	 15：45～ 11：30	 ミッション　チーム力で前へ進め !!
	 自由参加　★参加するみんなでチーム戦。力を合わせてミッションをクリ
	 アしよう！参加賞もあるよ♪

	 お年寄りの知恵袋 かしわもち作り	 7日（土）	 10：00～ 12：00	 講師：農村生活マイスター
	 要予約 100円  　対象：小学生以上（※幼児は相談）　定員：20 人程度
	 持ち物：エプロン、三角巾、マスク、飲み物（水筒）　★おいしいかしわも
	 ちを手作りして , 味わいましょう♪

	子育て勉強会 幼児安全法	 20日（金）	 10：00～ 11：30	 講師：安曇野赤十字病院
	 要予約 　対象：乳幼児親子（親御さんだけでも大歓迎）　定員：30組
	 持ち物：筆記用具　★お子さんの健康上に潜む危険への対処の仕方や安全
	 法を看護師さんに教えて頂きます。※託児あり

育児相談　10：30～12：00（穂高北部・穂高中央・堀金は10：00～）　※穂高 3館は身体測定あり
６日 穂高北部・穂高西部 13日 穂高中央・豊科中央 19日 明科 27日 南穂高

９日 堀金 16日 三郷 20日 高家
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2014.5.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 98,913人（	－46）

	男 	 47,966人（	－30）

	女 	 50,947人（	－16）

世帯 	 38,088世帯（	＋14）
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堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL 0263-62-3001	 FAX 0263-62-4747

本 年は、30 回を記念してさまざまなイ
ベントが行われます。雄大な北アルプ

スを背景に咲く、彩り豊かな花
はなしょうぶ

菖蒲を見に
出掛けませんか。

内容
■期間中（随時イベント）
▷“笑顔プロジェクト”巨大おもてなしモザイクア

ート展示▷臨時売店▷ミニコンサート▷野だて

■ 11 日（水）
田中誠一とサンフランシスコ太鼓道場
With　御諏訪太鼓コンサート
【時間・場所】午後６時 30分～、旧明科公民館講堂
【入場料】1,000 円

■ 21 日（土）
芸能発表会（午前 9時 30分～）、安曇野太鼓まつり（午
後 1時～）など

■ 22 日（日）メーンイベント（開会：午前 10 時）
午後・特設ステージにて

中村雅彦（元わさびーず）コンサート
信州観光宣伝部長・長野県住みます芸人「こてつ」ライブ
▷にじますのつかみどり▷小中高生の演奏▷キッズダン
ス▷大ビンゴ大会▷チャリティー灰焼きおやきの販売▷
フリーマーケットなど

■ 29 日（日）
あやめ深緑ウオーキング（旧篠ノ井線廃線敷き）
【時　　間】午前９時10分から正午（旧明科公民館前集合、
　　　　　午前８時 30分受付開始）※当日申し込み可

【申し込み】6月２日から電話で受付（時間：平日午前８
　　　　　時 30分から午後５時 15分）

※その他、イベント盛りだくさん。詳細は市ホームページ
をご覧ください。

●申し込み・問い合わせ
穂観光交流促進課（482・3131 ㈹ 682・6622）

第
30
回
信
州
安
曇
野

あ
や
め
ま
つ
り

開催日６月 18 日（水）

～ 30 日（月）
場　所　明科龍門渕公園・あやめ公園


